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中
野
市
の
平
成
21
年
度
予
算
は
、
医
療
体
制
の
充
実
、
子
育
て
や
教
育
の
環
境
整
備
、
危
機
管

理
体
制
の
充
実
な
ど
、
各
種
事
業
に
つ
い
て
地
方
交
付
税
お
よ
び
国
・
県
補
助
金
な
ど
の
財
源
を

最
大
限
活
用
し
て
、
元
気
な
ま
ち
「
中
野
市
」
の
実
現
に
向
け
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
予
算

　
国
で
は
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る
経
済

財
政
運
営
の
基
本
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
世
界
的
な
景
気
後
退
が
続
く
中
、
国

民
生
活
と
日
本
経
済
を
守
る
観
点
か
ら
、

景
気
に
配
慮
し
た
、
経
済
財
政
政
策
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
中
野
市
に
お
い
て
も
、
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
生
活
対

策
」
を
見
据
え
な
が
ら
、
真
に
必
要
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
財
源
の
配
分
、

ま
た
、
新
た
な
経
費
を
補
う
た
め
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
実
行
し
、
更
な

る
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
引
き
続
き
、
中
野
市
行
政
改
革
大
綱

実
行
計
画
に
伴
う
事
務
事
業
評
価
に
基
づ

く
各
種
事
業
の
見
直
し
や
削
減
等
、
ま
た
、

経
常
経
費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
収

入
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
、
今
後
の
更
な

る
財
政
逼ひ

っ

迫ぱ
く

を
に
ら
み
な
が
ら
、
将
来
の

財
政
負
担
等
も
十
分
考
慮
し
、
規
律
あ
る

財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
を
念
頭
に
し
た

予
算
の
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
国
庫

特 集

補
助
金
な
ど
特
定
財
源
を
最
大
限
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
緊
急
医
療
体
制
の
充
実
支

援
策
と
し
て
、
北
信
総
合
病
院
と
共
同
で
、

病
院
内
に
24
時
間
対
応
の
電
話
医
療
相
談

所
を
開
設
、
雇
用
の
安
定
を
推
進
す
る
た

め
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
実
施
な
ど
、
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
取
り
組

む
べ
き
事
業
を
執
行
す
る
た
め
、
歳
出
の

更
な
る
抑
制
を
図
っ
た
上
で
、
①
安
心
し

て
市
民
が
暮
ら
せ
る
、
医
療
体
制
の
充
実

②
将
来
の
中
野
市
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
、
子
育
て
や
教
育
の
環
境
整
備
③

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
確
立
す
る
た
め
の
、

防
災
等
の
危
機
管
理
体
制
の
充
実
④
地
域

活
性
化
の
た
め
の
雇
用
及
び
経
済
対
策
の

実
施
を
重
視
し
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総

額
１
７
８
億
円
で
、
前
年
度
予
算
と
の
比

較
で
は
、
４
億
２
８
０
０
万
円
、
率
に
し

て
２
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一般会計予算額　　178億円収入（歳入）
項　　目 予 算 額 前年度比

市税 54億7,418万円 △6.1％
地方交付税 53億0,000万円 2.9%
内訳）普通交付税 49億0,000万円 2.9%
　　　特別交付税 4億0,000万円 0.0%
国県支出金 20億8,970万円 △11.5％
内訳）国庫支出金 11億9,806万円 12.4%
　　　　県支出金 8億9,164万円 △31.2％
市債 14億4,760万円 △10.9％
繰入金 10億2,236万円 41.8%
諸収入 8億8,069万円 △2.4％
地方消費税交付金 4億3,900万円 1.6%
分担金及び負担金 3億0,612万円 △5.3％
地方譲与税 2億5,900万円 △7.5％
使用料及び手数料 2億2,585万円 △11.9％
繰越金 1億0,000万円 0.0%
自動車取得税交付金 7,600万円 △33.9％
地方特例交付金 6,390万円 63.8%
財産収入 4,735万円 41.1%
利子割交付金 2,700万円 58.5%
配当割交付金 1,300万円 0.0%
株式等譲渡所得割交付金 1,000万円 0.0%
ゴルフ場利用税交付金 1,000万円 0.0%
交通安全対策特別交付金 800万円 14.3%
寄附金 25万円 △56.4％

合　　計 178億0,000万円 △2.3％

支出（歳出）
項　　目 予 算 額 前年度比

民生費 45億4,385万円 1.1%
土木費 28億9,642万円 11.9%
公債費 24億5,453万円 △7.4％
総務費 22億6,468万円 △5.5％
教育費 15億7,665万円 8.1%
衛生費 15億7,644万円 △4.1％
農林水産業費 8億9,823万円 △37.4％
消防費 6億8,775万円 0.7%
商工費 5億9,903万円 4.1%
議会費 1億7,939万円 △0.2％
労働費 8,303万円 1.1%
予備費 4,000万円 0.0%

合　　計 178億0,000万円 △2.3％

会計別予算額
会　計　名 予 算 総 額 前年度比

一　　般　　会　　計 178億0,000万円 △2.3％

特別会計

国民健康保険事業 48億9,922万円 0.5%
老人保健医療事業 1,652万円 △97.6％
後期高齢者医療事業 3億6,398万円 △5.6％
介護保険事業 30億6,783万円 4.5%
社会就労センター事業 9,055万円 0.0%
住宅改修資金貸付事業 1,187万円 58.5%
倭財産区事業 154万円 △16.2％
永田財産区事業 90万円 101.1%
中野財産区事業 258万円 0.9%
情報通信施設事業 6,526万円 △5.4％
下水道事業 22億9,234万円 1.5%
農業集落排水事業 6億9,330万円 6.7%
合　　　計 115億0,589万円 △3.8％

企業会計 水道事業 23億4,606万円 △4.4％
総　　　計 316億5,195万円 △3.0％

※水道事業の予算総額は、収益的支出および資本的支出の予算額の合計

市税 54億7,418万円 （30.8%）
地方交付税 53億0,000万円 （29.8%）
国県支出金 20億8,970万円 （11.7%）
市債 14億4,760万円 （8.1%）
繰入金 10億2,236万円 （5.7%）
諸収入 8億8,069万円 （4.9%）
地方消費税
交付金 4億3,900万円 （2.5%）
分担金及び
負担金 3億0,612万円 （1.7%）
地方譲与税 2億5,900万円 （1.4%）
使用料及び
手数料 2億2,585万円 （1.3%）
その他 3億5,550万円 （2.1%）

民生費 45億4,385万円 （25.5%）
土木費 28億9,642万円 （16.3%）
公債費 24億5,453万円 （13.8%）
総務費 22億6,468万円 （12.7%）
教育費 15億7,665万円 （8.9%）
衛生費 15億7,644万円 （8.8%）
農林水
産業費 8億9,823万円 （5.0%）
消防費 6億8,775万円 （3.9%）
商工費 5億9,903万円 （3.4%）
議会費 1億7,939万円 （1.0%）
その他 12,303万円 （0.7%）

歳 入歳 出
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問い合わせ先　市役所財政課財政係
　　　　　　　（☎２２－２１１１内線２２１）

21年度予算　主要事業の概要
「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」を目指して

　平成21年度の予算編成の主要
事業について、中野市総合計画
の７つの主要施策に基づく主な
新規・継続・拡大事業について
お知らせします。

　　　市民一人ひとりに開かれた市民参加と協働のまちづくり
情報政策推進事業　　　　　　　　3,751万円
既存の情報システムの有効利用を図りつつ、行
政情報の高度利用による市民サービスの向上、
地域の情報化を図ります。
公共交通対策事業　　　　　　　　2,595万円
公共交通機関維持のため、廃止路線代替バスの
運行を委託し、公共交通の運行維持及び総合的
な交通計画の策定を図ります。

情報通信施設事業　　　　　　　　3,130万円
有線ケーブルテレビ事業の適切な運営を図り、
市民の皆さんへ必要な情報を提供します。

１ 　　　産業が連携し、新しい価値を生み出すまちづくり
雇用対策事業　　　　　　　　　　4,204万円
人材育成、雇用の促進・拡大、職場定着を図り
ます。
地域バイオマス利活用事業　　　　   542万円
きのこ廃培地を利用した堆肥化及び地域のあら
ゆる有機資源の利活用を検討し、安全・安心な
農産物が供給できる体制づくりを地域が一体と
なって推進します。

土人形の里づくり事業　　　　　　2,830万円
｢月の兎｣を活用した事業、まちなか交流の家運
営事業のほか、土人形の広報事業等を複合的に
連動させながら｢土人形の里」として永続的に
事業展開ができるよう基盤を整備します。

５

　　　地球環境との共生と豊かな心の人間社会づくり
環境保全対策事業　　　　　　　　   307万円
地球温暖化をはじめ深刻化する地球環境問題に
対し、環境負荷の低減と地球環境保全への貢献
を図ります。
環境衛生事業　　　　　　　　　　1,341万円
衛生業務、家庭雑排水沈殿槽の汚泥処理、公衆
便所の維持管理、犬の登録、狂犬病予防等の環
境衛生業務を推進します。

幹線道路整備事業　　　　　　９億4,584万円
幹線道路の新設及び拡幅改良を行い、道路交通
環境の整備を促進します。
信州中野環境祭事業　　　　　　　   162万円
「楽しむ」ことをテーマに、体験・実演・映像
を多用すると同時に、民間による展示・販売等
の呼びかけを行います。

４

　　　子どもの元気をふるさとの未来につなげるまちづくり
母子保健推進事業　　　　　　　　5,720万円
妊婦健診公費負担回数の拡大など乳幼児、妊産
婦の健診、育児相談等を実施します。
特別保育事業　　　　　　　　　　5,064万円
保護者の就労形態の多様化による保育時間の延
長及び保護者の傷病等により一時的に保育が必
要な児童の保育を実施します。

児童関係施設ＡＥＤ購入事業　　　   266万円
子育て支援センター、児童センター、中野放課
後児童クラブ、児童クラブに、自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）を設置します。

３

　　　思いやりと地域の連帯で支える健康福祉のまちづくり
緊急医療体制支援事業　　　　　　3,332万円
休日、夜間の医療体制の充実を図るため、第１
次・第２次救急医療体制と医療相談体制の確立
を支援します。
保健衛生一般管理事務　　　　　　   380万円
新型インフルエンザの流行に備え、感染予防物
品の備蓄等保健衛生サービスを実施します。

介護保険事業　　　　　　　   30億6,782万円
保健医療の向上及び福祉の増進を図ることを目
的に、入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練
並びに看護及び療養上の管理その他の医療を要
する者等について、必要な保健医療サービス及
び福祉サービスに係る給付を行います。

２

　　　安全・快適で機能的な都市基盤づくり
公園整備事業　　　　　　　　　　9,860万円
市民参加によるバラのまちづくりの拠点となっ
ている一本木公園の施設拡充を図り、市民の憩
いの場を醸し出すとともに地域の活性化を図り
ます。
また、一本木公園の魅力を高めるため、一本木
公園拡張事業に併せ、中野小学校旧校舎及び一
本木公園展示室を整備します。

防災事業　　　　　　　　　　　　2,877万円
災害対策基本法及び中野市地域防災計画に基づ
く事業を行い、防災対策の整備と防災意識の普
及高揚を図ります。
住宅耐震化促進事業　　　　　　　   569万円
大規模地震災害から市民の生命と財産を保護し、
震災時の膨大な災害復興費の軽減を図ります。

７

　　　地域が育て地域が守る教育と文化のまちづくり
博物館管理運営事業　　　　　　　3,872万円
北信濃ふるさとの森文化公園内にある創造館を
中野市立博物館として設置し、中野市に関わる
自然・歴史・文化に関する資料を収集保管する
とともに、それらの資料を用いて、講座体験学
習、自然観察会などの様々な教育普及活動を行
い、市民文化の振興を図ります。

特別支援教育支援員配置事業　　　2,804万円
小、中学校において、教育上特別な支援を必要
とする児童、生徒が充実した教育を受けられる
よう支援員を配置します。
埋蔵文化財発掘調査事業　　　　　   616万円
柳沢遺跡について、発掘調査が行われていない
部分についても調査を進め遺跡の構造解明を図
ります。

６



平成21年4月号7 平成21年4月号 67

に生まれ変わりました

　北信濃ふるさとの森文化公園内の創造館
が、４月１日、中野市立博物館として生ま
れ変わりました。
　博物館では、常設展示のほか、展示資料
の調査研究、各種講座、体験教室、自然観
察会など多くの催し物を開催していきます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

☆みんなで研究・市民学芸員制度

　博物館では、さまざまな調査や研究をとおして中野市を深
く知り、それを市の未来のために活用できればと考えています。
　その研究を一緒にしてくださる方を募集していきます。中
野市の大昔について調べてみたい。江戸時代の様子を知りた
い。自然について学びたい。そうした方々と一緒になって博
物館を成長させていきたいと考えています。

展示テーマ「中野市の自然と歴史・文化」
　中野市の自然や歴史、文化について、時代ごとにその概要が
わかるように展示します。あわせて、自然の特徴、遺跡、古文
書、生活の道具なども展示します。
　いつも見慣れたと感じているさまざまなものにも意外な側面
があります。そこから、新しい中野市が見えてきます。

4月１日

中野市立博物館

▲中野市立博物館イメージ図

▲中野市立博物館外観

問い合わせ先　中野市立博物館　☎（２２）２００５

☆５月１日㈮
　常設展示室オープン

☆学芸員による講座　

　一般の方を対象に、博物館の学芸員
が講師を勤める講座を毎月１回（５月
以降）開催していく予定です。内容
は、自然、歴史、文化、民俗、考古学
の研究の最前線のほか、地域に密着し
たテーマを予定しています。

創造館が

　和紙のコサージュづくり
　期日　4月25日㈯
　紙は人間の生活になくてはならない
ものです。日本の伝統的な紙、和紙に
ついての話しを聞きながら、きれいな
コサージュを作ってみませんか。

○時間　午前10時から　○費用　材料費　○定員　20名
（小学１～３年生は保護者の付き添いが必要です）
申し込み先　市立博物館　☎（２２）２００５

　子どもの皆さんを対象に、
「モノづくり」を通して学習す
ることを目的とし開催していき
ます。５月以降も子どもから大
人まで楽しみながら学習できる
こうした体験教室を開催する予
定です。

☆キッズアカデミー

　今月から、遊びながら知識が身につく講座、単に作るだけ
ではなく、学習することに喜びを見つけ出せるような講座を
開催していきます。“あなたも○○博士になれるかも？”

　勾玉づくり　
　期日　4月18日㈯
　今から2000年前の弥生人が身につけ
ていた勾玉と管玉を作ります。弥生人
はなぜ勾玉を作ったのでしょう。そん
な古代のロマンをみんなで体験しよう。

☞

☞

　鳥の紙飛行機づくり
　期日　4月19日㈰
　鳥の形をした紙飛行機を作り
ます。空飛ぶ鳥たちの生活の様
子を考えます。

☞

中野市立博物館　
　所在地　片塩1221番地
　入館料　常設展示室　　　一般  200円　高校生  100円
　　　　　プラネタリウム　一般  400円　高校生  200円
　開館時間　３～11月　午前９時～午後５時
　　　　　　12～２月　午前10時～午後４時
　休館日　火曜日（祝日の場合は除く）、12月29日～１月３日

小田中地籍で発見
された臼歯の化石

越後の戦国武将上杉景勝
が円慶寺に与えた古文書

近代日本画黄金期
の作品

　

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
臼
歯

▲

　

上
杉
景
勝
の
朱
印
状

▲

　

菊
池
契
月
「
石ざ
く

榴ろ

」

▲

「十三崖」の集団営巣地
は、国の天然記念物

　

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

▲

完全な形に復元され
ることは稀、大変貴
重な土偶

　

土
偶

▲

　

鉦し
ょ
う

鼓こ

▲

県宝に指定されている
鎌倉時代末期作の仏具
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「
中
野
市
立
博
物
館
条
例
」
の
制

定　
博
物
館
法
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
、
市
立
博
物
館
を
設
置
す
る

た
め
必
要
な
規
定
に
つ
い
て
、
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
介
護
保
険
条
例
」
の
一

部
改
正

　
第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
、

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
の

区
分
及
び
額
等
に
つ
い
て
定
め
る

た
め
、
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
」
の
一
部
改
正

　
平
野
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

設
に
伴
い
、
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
農
村
公
園
条
例
」
の
一

部
改
正

　
豊
田
赤
坂
農
村
公
園
の
設
置
に

伴
い
、
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
」

の
一
部
改
正

　
議
員
定
数
を
二
名
削
減
し
、

二
十
名
と
す
る
た
め
、
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

「
中
野
市
議
会
委
員
会
条
例
」
の

一
部
改
正

　
議
員
定
数
の
減
員
に
よ
り
、
常

任
委
員
会
の
定
数
に
つ
い
て
、
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　3月3日から19日まで、17日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案15件、予算案25件、事件案21件、人事案８
件のあわせて69件が審議され、いずれも原案どおり可決、同意等さ
れました。また、議員提案による条例案、意見書などについても審
議されました。
　ここでは主な内容をお知らせします。

3月の市議会定例会報告

　
条
　
例

《
一
般
会
計
》

　
平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
、
六
千
二
万
円
を
追
加
し
て
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
、
二
百
二

十
億
八
千
四
百
三
十
二
万
四
千
円

と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
文
化
施
設
整
備
事

業
費
で
、
地
質
調
査
委
託
料
等
六

二
〇
万
余
円
を
減
額

〈
民
生
費
〉
●
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
費
で
、
事
業
の
確
定
に

伴
う
補
助
金
等
六
一
一
万
余
円
を

減
額
●
保
育
所
運
営
事
業
費
で
、

事
業
の
実
績
見
込
み
に
よ
る
委
託

料
等
六
九
〇
万
余
円
を
減
額

〈
衛
生
費
〉
●
ご
み
減
量
化
・
再

資
源
化
事
業
費
で
、
事
業
費
の
確

定
な
ど
に
伴
う
委
託
料
等
一
、
四

〇
六
万
余
円
を
減
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
業
制
度

資
金
融
資
利
子
軽
減
事
業
費
、
農

作
物
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
、
園

芸
産
地
育
成
事
業
費
、
農
地
効
率

利
用
奨
励
補
助
事
業
費
、
林
業
経

営
構
造
対
策
事
業
費
で
、
そ
れ
ぞ

れ
事
業
費
の
確
定
等
に
伴
う
負
担

金
補
助
及
び
交
付
金
一
、
五
七
四

万
余
円
を
減
額

〈
商
工
費
〉
●
観
光
施
設
管
理
運

営
事
業
費
で
、
事
業
費
の
確
定
に

伴
う
工
事
費
等
一
二
九
万
余
円
を

減
額

〈
土
木
費
〉
●
県
道
整
備
促
進
事

業
費
で
、
負
担
金
四
四
六
万
余
円

を
減
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
整
備
事

業
費
で
、
事
業
費
の
確
定
に
伴
う

工
事
費
等
六
二
一
万
余
円
を
減
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
及
び
中
学

校
の
教
育
扶
助
事
業
費
で
、
対
象

児
童
・
生
徒
等
の
増
に
よ
る
扶
助

費
三
二
九
万
余
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
共
同

事
業
拠
出
金
で
、
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
拠
出
金
二
、
三
一
四

万
余
円
を
減
額

〈
老
人
保
健
医
療
事
業
〉
●
医
療

諸
費
で
、
医
療
給
付
費
三
億
五
三

八
万
円
を
減
額

〈
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〉
●
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

で
、
二
、
四
五
二
万
余
円
を
減
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
一
般
管
理

費
で
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴

う
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
一
三

二
万
余
円
を
増
額

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

総
務
費
で
、
施
設
授
産
事
業
費
の

作
業
工
賃
五
九
九
万
余
円
を
減
額

〈
倭
財
産
区
事
業
〉
●
総
務
費

で
、
一
般
管
理
事
務
費
二
二
万
余

円
を
減
額

〈
永
田
財
産
区
事
業
〉
●
事
業
費

で
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
二
万

余
円
を
減
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
下
水
道
費
で

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
、
建
設
費

等
三
四
五
万
円
を
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
農
業

集
落
排
水
事
業
費
で
事
業
費
確
定

に
よ
り
、
建
設
費
等
二
四
五
万
円

を
減
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
建
設
改
良
費
で
、

配
水
施
設
改
良
負
担
金
及
び
工
事

費
一
、
四
三
二
万
円
を
減
額

《
副
市
長
》

　
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
辞
任

さ
れ
た
小
林
貫
男
さ
ん
の
後
任
に

髙
嶋
俊
郎
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と

に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
の

で
、
四
月
一
日
付
け
で
選
任
し
ま

し
た
。

  《
教
育
委
員
会
委
員
》

　
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
辞
任

さ
れ
た
本
山
綱
規
さ
ん
の
後
任
に

栗
原
満
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と
に

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、

四
月
一
日
付
け
で
任
命
し
ま
し

た
。

《
監
査
委
員
》

　
水
橋
康
則
さ
ん
の
辞
任
に
伴

い
、
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
同

委
員
に
柴
本
貞
夫
さ
ん
を
選
任
す

る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し

た
の
で
、
三
月
二
十
日
付
け
で
選

任
し
ま
し
た
。

   

補
正
予
算

　
人
　
事

「
私
の
提
言
」

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

　
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
提

言
等
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直

接
お
聴
き
す
る
「
私
の
提
言
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
た
い
だ
い
た
ご
提
言
は
、

市
長
が
直
接
拝
見
し
、
お
返
事
を

差
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
政
運

営
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
ご
提
言
に
対
す
る
お
返

事
に
つ
い
て
は
、
受
け
付
け
を
し

て
か
ら
二
週
間
程
度
と
し
て
い
ま

す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
担
当

課
等
に
お
い
て
調
査
・
検
討
を
行

い
、
関
係
部
署
と
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
返
事
を
す
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
方
法

有
効
期
限
　
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日

利
用
方
法

⑴
郵
送
　
今
月
号
の
「
広
報
な
か

の
」
に
挟
み
込
ん
で
あ
る
用
紙

に
、
提
言
内
容
を
記
入
し
切
手

を
貼
ら
ず
に
、
郵
便
ポ
ス
ト
へ

投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
専
用
フ
ァ
ッ
ク

ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
送
っ
て

い
た
だ
く
用
紙
の
様
式
は
定
め

ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
挟
み
込

ん
で
あ
る
用
紙
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
�
２
４
４
５

⑶
Ｅ
メ
ー
ル
　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
、
ご
提
言
用
の
ペ
ー

ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
入
力
の
う
え
、
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.

　city.nakano.nagano.jp/

用
紙
の
設
置
場
所
　
市
役
所
総
合

案
内
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

中
央
・
西
部
・
北
部
・
豊
田
公
民

館
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

そ
の
他

　
寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
は
、
個
人

を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
う

え
で
、
広
報
紙
や
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先

の
記
入
が
な
い
も
の
や
、
特
定
の

市
民
・
団
体
等
へ
の
中
傷
的
な
も

の
は
原
則
扱
い
ま
せ
ん
。

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
ア
ド
レ

ス
だ
け
判
明
し
て
い
て
も
、
原

則
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

　
組
織
を
効
率
的
に
運
営
す
る
た

め
、
四
月
一
日
か
ら
市
役
所
の
組

織
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

①
文
化
振
興
課
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
を
統
合
し
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

②
商
工
観
光
課
に
附
置
し
て
い
た

産
業
誘
致
推
進
室
を
廃
止
し
、

商
工
観
光
課
に
お
い
て
そ
の
事

務
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
都
市
計
画
課
に
附
置
し
て
い
た

　
文
化
公
園
整
備
推
進
室
を
廃
止

し
、
都
市
計
画
課
に
お
い
て
そ

　
の
事
務
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

④
教
育
委
員
会
で
管
理
し
て
い
た

中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館
お
よ

び
中
野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州

中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
、
一
本
木
公
園
の
施
設
と
し

て
、
都
市
計
画
課
に
お
い
て
管

理
し
、
ま
た
、
北
信
濃
ふ
る
さ

と
の
森
文
化
公
園
創
造
館
を
整

備
し
、
博
物
館
法
に
基
づ
く
博

物
館
と
し
て
中
野
市
立
博
物
館

を
設
置
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

市
役
所
の
組
織
が

　
　
　
　
　
一
部
変
わ
り
ま
し
た

　
五
年
半
前
、
市
の
職
員
の
一
員

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
以
来
、
自
分

な
り
に
良
い
と
信
じ
る
こ
と
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
至
ら
ぬ
こ
と
多
く
、
皆
様
が
不

　
こ
の
た
び
、
一
身
上
の
都
合
に

よ
り
、
三
月
三
十
一
日
付
を
も
ち

ま
し
て
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
五
年
の
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
微
力

な
が
ら
も
職
務
の
遂
行
に
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
在
任
中
に
皆
様
方
か
ら
賜
り
ま

し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
中
野
市
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
市
民
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
市
長
退
任
ご
あ
い
さ
つ

小

林

貫

男

小林前副市長

教
育
長
退
任
ご
あ
い
さ
つ

本

山

綱

規

本山前教育長

満
に
思
わ
れ
た
点
は
、
未
熟
者
の

故
と
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　
故
青
木
市
長
が
、
金
沢
市
長
か

ら
、
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
う
か
が
っ
た
と
、
つ
ぶ
や

か
れ
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

　「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
　
文
化

が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
み
ん
な
で

議
論
し
て
み
る
と
何
か
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
一
見
、
無
駄

と
思
え
る
中
に
、
キ
ラ
リ
と
光
る

も
の
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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お忙しいところ恐縮ですが、３月27日㈮正午までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

介護保険料に関するお知らせ
　市では、介護サービスの見込量やサービス確保の方策などの具体的な計画を定めた「第４期介護保険事
業計画（平成21年度から３年間）」を策定しました。高齢化の進行に伴う要介護者などの増加や介護報酬
の改定により、介護保険料は前回に比べて上昇しますが、国からの交付金および準備基金の取り崩しなど
で、上昇幅は小さくなっています。（※①）
　また、介護保険料の特別徴収（年金天引き）は、前年の所得を基に毎年７月に確定するため、４～８月
の仮徴収額と1０～２月の本徴収額が大きく変動することがありました。そこで、６月以降の保険料額を調
整して、１回に納めていただく保険料が年間ほぼ同額になるようにいたします。（平準化）（※②）

所得段階区分 年額保険料

第１段階 ・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金の受給者の方
・生活保護の受給者の方 １７，５４０

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の「合計所得金額と課税年金収入額の
合計」が8０万円以下の方 ２４，１２０

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、第２段階に該当しない方 ３２，８９０

第４段階
① 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課税で、前年
の「合計所得金額と課税年金収入額の合計」が8０万円以下の方 ４２，１００

② 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人が住民税非課税で、第４
段階①以外の方 ４３，８６０

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が12５万円未満 ５２，６３０
第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が12５万円以上2００万円未満 ５４，８２０
第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が2００万円以上４００万円未満 ７４，５６０
第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が４００万円以上 ８７，７２０

・４月の介護保険料は、前年度２月の年金天引き金額と同額を仮徴収することと定められています。
・平準化に伴う介護保険料の金額変更通知（仮徴収額）については、４月中旬にお知らせします。
・平成21年度の介護保険料額の決定通知については、９月上旬にお知らせします。

1０月から保険料が急落・急騰し、
年間の前半と後半で保険料の差
が大きくなります。

年間の保険料の変動が小さくなります。
※ただし、前年度と所得段階が異なる場合、均一にはなりません。

10,000

10,000

（ 円 ）

（ 円 ）

8,000

8,000

6,000

6,000

4,000

4,000

2,000

2,000

０

０

４月

４月

６月

６月

仮徴収

仮徴収

仮徴収

仮徴収

本徴収

本徴収

本徴収

本徴収

８月

８月

1０月

1０月

12月

12月

２月

２月

４月

４月

６月

６月

８月

８月

1０月

1０月

12月

12月

２月

２月

21
年
度

21
年
度

9,900

9,900

9,900

6,700

9,900

6,700

9,900

7,400

9,900

7,460

9,900

7,400

4,760

6,860

4,700

6,800

4,700

6,800

4,700

6,800

4,700

7,400

4,700

7,400

今までは…

これからは…

▲
▲

（
※
①
）
第
四
期
介
護
保
険
料

※
（
②
）
介
護
保
険
料
平
準
化
の
例

（単位、円）

問い合わせ先　市役所健康長寿課介護保険係　☎（22）２１１１（内線３６５）

22
年
度

22
年
度

急
落

急
騰

（例）保険料額基準額
　　　43,860円の場合

（第４期：平成21年４月～平成24年３月）

小児救急電話相談「＃８０００」を
　　　　　　　　　　　　ご利用ください
　子どもの夜間の急な病気（発熱、下痢、嘔吐、ひ
きつけ等）に関することにつきましては、長野県小
児救急電話相談「♯８０００」もご利用ください。
　相談時間　午後７時～１１時（毎日）
　♯８０００でつながらない場合は、
　☎０２６３（７２）２０００へお電話ください。

「こどもの救急」を
　　　　　　　ご活用ください
　夜間や休日などの診療時間外に医療機関
にかかった方がよいかの判断の目安を、日
本小児科学会が提供しているホームページ
です。判断の一助としてください。

ホームページ　http://www.kodomo-qq.jp/

電話医療相談所
市民の皆さんの健康管理のお手伝い
中野市

４／１ ＯＰＥＮ

市役所健康長寿課健康管理係　☎（２２）２１１１（内線２４２）
北信総合病院医療安全管理室　☎（２２）２１５１（内線５５２２）問

24時間対応

専用電話　☎（２３）０３００
・
ど
の
診
療
科
を
受
診
し
た
ら
い

い
か

・
家
庭
で
で
き
る
看
護

・
そ
の
他
医
療
に
関
す
る
心
配
ご

と
な
ど

　

４
月
１
日
、
北
信
総
合
病
院
内
に
開
所
し
ま
し
た

「
中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
」
で
は
、
急
病
以
外
の

医
療
に
関
す
る
相
談
に
、
毎
日
24
時
間
、
看
護
師
・

保
健
師
等
が
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。
専
用
電
話

（
☎
�
０
３
０
０
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
☎
�
０
３
０
０
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、

相
談
員
が
電
話
に
出
ま
し
た
ら
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談

の
内
容
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
あ
く
ま
で
医
療
に
関
す
る
相
談

と
そ
れ
に
対
す
る
助
言
で
、
診

断
や
治
療
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
は

で
き
る
だ
け
昼
間
に
お
願
い
し

ま
す
。

主
な
相
談
内
容

利
用
方
法

★
急
病
時
は
今
ま
で
ど
お
り
、
北
信
総
合
病
院
（
救
急
外
来
）

☎
�
２
１
５
１
ま
た
は
最
寄
り
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

★
一
刻
も
早
く
病
院
へ
の
救
急
搬
送
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
な

ど
は
☎
１
１
９
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
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職 

員 

人 

事

　
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
（
二
〇
一
人
）
を
行
い
ま
し

た
。
本
庁
及
び
支
所
等
の
係
長
級

以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員
及

び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
※
（
　
）
内
は
旧
任

　
参
事
幹

参
事
幹
兼
総
務
部
長
（
北
信
広
域
連
合
参

事
幹
兼
事
務
局
長
）
青
木
正
、
参
事
幹
兼

子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

（
岳
南
広
域
消
防
組
合
参
事
幹
兼
消
防

長
・
併
任
参
事
幹
兼
消
防
部
長
）
上
野
豊

吉
、
参
事
幹
兼
く
ら
し
と
文
化
部
長
（
参

事
幹
兼
経
済
部
長
）
柴
草
高
雄
、
参
事
幹

兼
経
済
部
長
（
参
事
幹
兼
教
育
次
長
）
小

林
次
郎
、
参
事
幹
兼
建
設
水
道
部
長
（
参

事
兼
政
策
情
報
課
長
）
小
古
井
義
治
、
参

事
幹
兼
消
防
部
長
・
併
任
（
参
事
兼
商
工

観
光
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
）
塚

田
栄
一
、
参
事
幹
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
（
参
事
幹
兼
く
ら
し
と
文
化
部
長
）

本
藤
善
明
、
参
事
幹
兼
教
育
次
長
（
参
事

兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
竹
内
羊
一

　
部
長
級

参
事
兼
庶
務
課
長
（
参
事
兼
文
化
振
興
課

長
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
）
大
堀
和
男
、

参
事
兼
政
策
情
報
課
長
（
参
事
兼
上
下
水

道
課
長
）
小
野
幸
夫
、
参
事
兼
子
育
て
課

長
（
子
育
て
課
長
）
小
林
治
男
、
参
事
兼

人
権
政
策
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推
進
室

長
（
人
権
政
策
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推

進
室
長
）
町
田
修
、
参
事
兼
売
れ
る
農
業

推
進
室
長
（
売
れ
る
農
業
推
進
室
長
）
小

林
久
勝
、
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
兼
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
長
（
産
業
誘
致
推
進
室

長
）
小
林
之
美
、
参
事
兼
道
路
河
川
課
長

（
参
事
兼
都
市
計
画
課
長
）
町
田
茂
、
参

事
兼
都
市
計
画
課
長
（
文
化
公
園
整
備
推

進
室
長
）
小
林
伸
行
、
参
事
兼
上
下
水
道

課
長
（
新
幹
線
対
策
室
長
）
高
橋
満
則
、

議
会
事
務
局
参
事
兼
事
務
局
次
長
（
議
会

事
務
局
事
務
局
次
長
）
小
野
富
夫
、
農
業

委
員
会
事
務
局
参
事
兼
事
務
局
長
（
中
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
宮
澤
章
仁

　
課
長

子
ど
も
相
談
係
長
の
兼
務
を
解
く
（
子
ど

も
相
談
室
長
兼
子
ど
も
相
談
係
長
）
早
川

幸
枝
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
高
野

辰
之
記
念
館
長
（
副
参
事
兼
庶
務
課
長
補

佐
兼
庶
務
文
書
係
長
）
竹
内
幸
夫
、
新
幹

線
対
策
室
長
（
北
部
公
民
館
長
）
樋
口
新

一
、
生
涯
学
習
課
長
（
副
参
事
兼
商
工
観

光
課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
）
町
田
郁

夫
、
北
部
公
民
館
長
（
副
参
事
兼
中
央
公

民
館
副
館
長
）
鈴
木
一
成
、
西
部
公
民
館

長
（
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
振

興
係
長
）
柳
沢
秀
一
、
博
物
館
長
（
副
参

事
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
副
館
長
兼
中
野

小
学
校
旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
副
館
長
）
中
島
庄
一

　
課
長
級

副
参
事
兼
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
文
書
係

長
（
保
育
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
）
花
岡

隆
志
、
副
参
事
兼
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼

健
康
管
理
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税

係
長
）
宮
澤
利
彦
、
副
参
事
兼
福
祉
課
長

補
佐
兼
厚
生
保
護
係
長
（
健
康
長
寿
課
長

補
佐
兼
健
康
管
理
係
長
）
久
保
利
幸
、
副

参
事
兼
子
育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援

係
長
（
副
参
事
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
兼
支
援
係
長
）
小
林
み
ゆ

き
、
副
参
事
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
（
文
化
振
興

課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長
）
佐
々
木
正
、

副
参
事
兼
農
政
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
務
係

長
（
農
政
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
務
係
長
）

中
沢
好
一
、
副
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
補

佐
兼
工
業
係
長
（
副
参
事
兼
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
長
補
佐
兼
推
進
係
長
）
小
嶋
学
、

副
参
事
兼
働
く
婦
人
の
家
副
館
長
（
働
く

婦
人
の
家
副
館
長
）
丸
山
松
良
、
副
参
事

兼
道
路
河
川
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長
（
道

路
河
川
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長
）
市
川
禎

彦
、
消
防
課
副
参
事
・
併
任
（
岳
南
広
域

消
防
組
合
消
防
本
部
副
参
事
兼
次
長
補
佐

兼
警
防
係
長
）
小
林
良
成
、
副
参
事
兼
消

防
課
長
補
佐
・
併
任
（
消
防
課
長
補
佐
）

佐
藤
和
義
、
副
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
生
涯
学
習
推
進
係
長
兼
博
物
館
副
館

長
（
副
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生

涯
学
習
推
進
係
長
）
山
田
喜
英
、
副
参
事

兼
中
央
公
民
館
副
館
長
（
図
書
館
副
館

長
）
高
田
茂
、
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参

事
兼
事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼

農
地
係
長
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼

施
設
係
長
兼
振
興
係
長
）
春
原
正
彦

　
課
長
補
佐

政
策
情
報
課
長
補
佐
兼
情
報
係
長
兼
統
計

交
流
係
長
（
政
策
情
報
課
長
補
佐
）
佐
野

武
雄
、
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
（
産

業
誘
致
推
進
室
主
幹
兼
推
進
係
長
）
竹
内

貞
人
、
保
育
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
（
子

育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援
係
長
）
池

野
正
美
、
農
政
課
長
補
佐
（
長
野
県
か
ら

研
修
派
遣
・
平
成
二
十
年
度
か
ら
継
続
派

遣
）
安
田
正
樹
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

補
佐
兼
推
進
係
長
（
人
権
政
策
課
主
幹
兼

調
整
係
長
）
和
田
久
夫
、
図
書
館
副
館
長

（
福
祉
課
長
補
佐
兼
国
保
医
療
係
長
）
下

田
由
人

　
課
長
補
佐
級

税
務
課
主
幹
兼
資
産
係
長
（
税
務
課
資
産

係
長
）
神
田
和
賢
、
税
務
課
主
幹
兼
収
納

係
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼

選
挙
係
長
）
鈴
木
清
美
、
福
祉
課
主
幹
兼

国
保
医
療
係
長
（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
営

業
係
長
）
町
田
義
文
、
保
育
課
主
幹
兼
保

育
係
長
（
保
育
課
保
育
係
長
）
土
屋
龍
昭
、

環
境
課
主
幹
兼
衛
生
係
長
（
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
長
）
和
田
吉
史
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
主
幹
兼
文
化
振
興
係
長
（
税
務

課
主
幹
兼
収
納
係
長
）
徳
竹
雅
之
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
兼
施
設
管
理
係
長

（
文
化
振
興
課
主
幹
兼
施
設
管
理
係
長
）

北
原
清
一
、
市
民
課
主
幹
兼
窓
口
係
長

（
健
康
長
寿
課
主
幹
兼
長
寿
支
援
係
長
）

青
木
和
美
、
人
権
政
策
課
主
幹
兼
調
整
係

長
（
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係
長
）
山
崎

幸
正
、
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
主
幹
（
北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
臼
井
純
人
、

商
工
観
光
課
主
幹
兼
観
光
係
長
（
商
工
観

光
課
観
光
係
長
）
柴
本
豊
、
道
路
河
川
課

主
幹
兼
維
持
係
長
（
道
路
河
川
課
維
持
係

長
）
竹
内
貞
禎
、
都
市
計
画
課
主
幹
兼
建

築
住
宅
係
長
（
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

長
）
小
林
学
、
上
下
水
道
課
主
幹
兼
営
業

係
長
（
売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係
長
）

小
橋
善
行
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

幹
（
環
境
課
主
幹
兼
衛
生
係
長
）
湯
出
川

芳
治
、
議
会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係
長
兼

議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
議

事
係
長
）
竹
前
辰
彦
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
幹
兼
選
挙
係
長
（
福
祉
課
主
幹

兼
厚
生
保
護
係
長
）
月
岡
篤
志

　
係
長

庶
務
課
防
災
係
長
（
文
化
公
園
整
備
推
進

室
推
進
係
長
）
豊
田
和
広
、
健
康
長
寿
課

長
寿
支
援
係
長
（
健
康
長
寿
課
副
主
幹
）

和
田
美
知
子
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
係
長
（
健
康
長
寿
課
副
主
幹
）
関
万

貴
子
、
子
ど
も
相
談
室
子
ど
も
相
談
係
長

（
子
ど
も
相
談
室
副
主
幹
）
滝
澤
小
春
、

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係
長
（
農
政
課

副
主
幹
）
秋
元
正
幸
、
商
工
観
光
課
商
業

労
政
係
長
（
政
策
情
報
課
情
報
係
長
兼
統

計
交
流
係
長
）
池
田
俊
哉
、
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
長
（
庶
務
課
主
査
）
田
中
勇

　
係
長
級

健
康
長
寿
課
副
主
幹
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
副
主
幹
）
竹
内
由
香
里
、
商
工
観

光
課
副
主
幹
（
商
工
観
光
課
主
査
）
戸
田

修
三
、
消
防
課
副
主
幹
の
併
任
を
解
く

（
消
防
課
副
主
幹
）
三
井
浩
一
、
消
防
課

副
主
幹
・
併
任
（
岳
南
広
域
消
防
組
合
豊

田
消
防
署
副
主
幹
）
矢
野
浩
美
、
学
校
教

育
課
副
主
幹
（
図
書
館
副
主
幹
）
高
橋
守

《
豊
田
支
所
》

　
参
事
幹

参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長
（
参
事
兼
道
路
河

川
課
長
）
小
林
時
雄

　
課
長
級

副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事
兼
事
務

局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農
地
係

長
）
牧
野
武
仁

　
課
長
補
佐
級

地
域
振
興
課
主
幹
兼
市
民
生
活
係
長
（
市

民
課
主
幹
兼
窓
口
係
長
）
町
田
久
子 

《
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》

　
課
長
補
佐
級　
園
長
、
所
長

主
幹
兼
西
町
保
育
園
長
（
た
か
や
し
ろ
保

育
園
主
幹
）
酒
井
美
智
子
、
主
幹
兼
松
川

保
育
園
長
（
主
幹
兼
豊
井
保
育
園
長
）
畠

山
田
鶴
子
、
主
幹
兼
長
丘
保
育
園
長
（
主

幹
兼
西
町
保
育
園
長
）
中
村
節
子
、
主
幹

兼
平
岡
保
育
園
長
（
主
幹
兼
松
川
保
育
園

長
）
竹
内
千
恵
子
、
主
幹
兼
豊
井
保
育
園

長
（
主
幹
兼
豊
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
）
小
林
く
に
子
、
主
幹
兼
北
部
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
西
町
保
育
園
主

幹
）
関
野
玲
子
、
主
幹
兼
豊
田
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
主
幹
兼
北
部
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
永
井
高
子

　
課
長
補
佐
級　
主
幹

み
な
み
保
育
園
主
幹
（
高
丘
保
育
園
主

幹
）
清
水
さ
と
美
、
平
野
保
育
園
主
幹

（
み
な
み
保
育
園
主
幹
）
湯
本
教
子
、
松

川
保
育
園
主
幹
（
平
野
保
育
園
主
任
保
育

士
）
斎
藤
律
子
、
み
よ
し
保
育
園
主
幹

（
み
よ
し
保
育
園
主
任
保
育
士
）
小
林
す

み
子
、
高
丘
保
育
園
主
幹
（
平
野
保
育
園

主
幹
）
小
林
明
美
、
平
岡
保
育
園
主
幹

（
平
岡
保
育
園
主
任
保
育
士
）
中
山
千
江

子
、
豊
井
保
育
園
主
幹
（
た
か
や
し
ろ
保

育
園
主
幹
）
小
坂
と
し
子

《
派
遣
》

北
信
広
域
連
合
へ
派
遣

参
事
幹
（
参
事
兼
庶
務
課
長
）
小
林
俊
幸

岳
南
広
域
消
防
組
合
へ
派
遣

参
事
幹
（
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
兼
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
長
）
塚
田
栄
一

課
長
補
佐
（
庶
務
課
主
幹
兼
防
災
係
長
）

伊
東
幹
夫

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣

課
長
（
生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料

館
長
兼
中
野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州
中
野

銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）
成
合
宣
孝

《
研
修
派
遣
》

長
野
県
実
務
研
修
（
農
政
課
主
事
）
馬
場

博
之

《
新
規
採
用
》

税
務
課
　
矢
嶋
裕
貴
、
健
康
長
寿
課
　
高

野
由
梨
、
福
祉
課
　
竹
内
紗
智
、
子
育
て

課
　
小
林
愛
菜
、
環
境
課
　
綿
貫
太
郎
、

市
民
課
　
阿
藤
貴
洋
、
商
工
観
光
課
　
北

原
佳
希
、
都
市
計
画
課
　
武
田
真
美

《
退
職
》
（
三
月
三
十
一
日
付
）

参
事
幹
兼
総
務
部
長
　
栗
原
満
、
参
事
幹

兼
子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所

長
　
髙
野
澄
江
、
参
事
幹
兼
建
設
水
道
部

長
　
橋
本
章
、
参
事
幹
兼
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
　
豊
田
博
文
、
豊
田
支
所
長
　

小
林
堅
郎
、
参
事
兼
西
部
公
民
館
長
　
畔

上
義
男
、
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
兼
事

務
局
長
　
小
林
義
幸
、
中
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
副
参
事
兼
事
務
局
次
長
　
栗
原
修

一
、
主
幹
兼
長
丘
保
育
園
長
　
林
ひ
さ
子
、

主
幹
兼
平
岡
保
育
園
長
　
樋
口
美
代
子
、

松
川
保
育
園
主
幹
　
清
水
恵
美
子
、
豊
井

保
育
園
主
幹
　
湯
本
美
代
子
、
上
下
水
道

課
副
主
幹
　
小
野
長
年
、
学
校
教
育
課
副

主
幹
　
三
井
高
幸
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
副
主
幹
　
丸
山
豊
志
、
議
会
事
務
局

主
任
主
事
　
栗
林
め
ぐ
み

　
市
で
は
、
景
気
後
退
下
に
よ
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
に
対
処
し
、

生
活
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
地

域
の
経
済
対
策
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
定
額
給
付
金
給
付
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
し
た
「
定

額
給
付
金
申
請
書
類
」
を
ご
覧
い

た
だ
き
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

給
付
金
の
対
象
者
　
基
準
日
（
平

成
二
十
一
年
二
月
一
日
）
に
お
い
て

①
中
野
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

②
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
在
留
資
格
が
「
短
期
滞

在
」
以
外
の
方

給
付
額
　
一
万
二
千
円
（
給
付
対

象
者
一
人
あ
た
り
）

※
基
準
日
に
お
い
て
六
十
五
歳
以

上
の
方
お
よ
び
十
八
歳
以
下
の

方
は
二
万
円
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類　

定
額
給
付

金
申
請
書
、
通
帳
の
写
し
、
身
分

証
明
書
の
写
し

申
請
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

・
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒

に
よ
る
郵
送

・
市
役
所
市
民
課
窓
口
、
豊
田
支

所
地
域
振
興
課
窓
口
、
西
部
・

北
部
・
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
持
参
（
申
請
書
、

認
印
、
通
帳
、
身
分
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

申
請
期
限
　
九
月
三
十
日
㈬

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

給
付
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

支
給
予
定
日

○
口
座
振
込
の
方

・
第
一
回　

四
月
十
七
日
㈮
（
三

月
三
十
日
～
三
十
一
日
受
付
分
）

・
第
二
回　

四
月
二
十
八
日
㈫

　
（
四
月
一
日
～
十
日
受
付
分
）

・
第
三
回　

五
月
十
三
日
㈬
（
四

月
十
一
日
～
二
十
日
受
付
分
）

・
第
四
回　

五
月
二
十
二
日
㈮

　
（
四
月
二
十
一
日
～
五
月
十
日

受
付
分
）

・
第
五
回　

六
月
三
日
㈬
（
五
月

十
一
日
～
二
十
日
受
付
分
）

・
第
六
回　

六
月
十
二
日
㈮
（
五

月
二
十
日
～
三
十
一
日
受
付
分
）

　
以
下
順
次
支
給
（
支
給
日
は
、

後
日
送
付
し
ま
す
支
給
決
定
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行(

郵
便
局)

を
指

定
さ
れ
た
方
は
、
事
務
手
続
き

の
関
係
上
、
口
座
振
込
日
が
右

記
の
日
程
と
異
な
り
ま
す
の
で
、

後
日
送
付
す
る
支
給
決
定
通
知

書
に
よ
り
ご
確
認
下
さ
い
。

○
現
金
支
給
の
方

　
六
月
一
日
以
降
の
支
給
と
な
り

ま
す
。
（
後
日
送
付
し
ま
す
支

給
決
定
通
知
書
等
で
支
給
方
法

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

そ
の
他
　
定
額
給
付
金
の
申
請
者
、

給
付
を
受
け
る
方
は
、
原
則
と
し

て
基
準
日
に
お
け
る
世
帯
主
と
な

り
ま
す
。

★
悪
質
な
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
！

　
今
回
の
給
付
金
を
装
っ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の

取
得
」
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
給
付
金
支
給
の
申
請
書
の
関
係

で
、
市
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
電
話

等
で
確
認
す
る
場
合
は
あ
り
ま
す

が
、
現
金
や
手
数
料
の
振
り
込
み

を
要
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
　

　
そ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
、少
し
で
も「
お

か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
市
役
所

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係
（
☎
�

２
１
１
１
内
線
２
３
８
）
ま
た
は

中
野
警
察
署
（
☎
�
０
１
１
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
定
額
給
付
金
事
業
等
実
施

本
部
【
市
役
所
政
策
情
報
課
内
】

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
・

４
０
１
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
　seisaku@

city.
nakano.nagano.jp

定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

　
三
月
三
十
一
日
の
任
期
満
了
に

伴
う
中
野
市
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
が
、
二
月
二
十
六
日
に
告

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
定
数
は
第
一
選
挙
区

（
中
野
地
域
）
が
十
九
名
、
第
二

選
挙
区
（
豊
田
地
域
）
が
四
名
で
、

立
候
補
の
届
出
は
、
い
ず
れ
も
定

数
ど
お
り
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投

票
で
の
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
農
業
委
員
の
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
四

月
一
日
か
ら
三
年
で
す
。

当
選
者
（
届
出
順
・
敬
称
略
）

第
一
選
挙
区
〈
十
九
名
〉

浅
沼
泉
（
大
俣
）

池
田
好
明
（
三
ツ
和
）

浦
野
正
道
（
赤
岩
）

海
野
鉄
治
（
間
山
）

永
沢
清
生
（
柳
沢
）

北
村
忠
彦
（
草
間
）

栗
林
一
宏
（
新
井
）

小
島
辰
比
古
（
金
井
）

小
林
利
雄
（
江
部
）

清
水
栄
治
（
西
条
）

清
水
益
夫
（
三
ツ
和
）

高
橋
幸
造
（
田
麦
）

竹
内
本
芳
（
吉
田
）

武
田
広
幾
（
竹
原
）

土
屋
好
文
（
一
本
木
）

長
針
勝
（
七
瀬
）

中
村
秀
人
（
更
科
）

丸
山
隆
久
（
田
上
）

渡
辺
良
雄
（
越
）

第
二
選
挙
区
〈
四
名
〉

小
林
健
一
（
上
今
井
）

小
林
成
雄
（
穴
田
）

坂
本
秀
穂
（
永
江
）

三
井
善
登
（
豊
津
）

　
ま
た
、
市
議
会
、
中
野
市
お
よ

び
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
、

そ
し
て
北
信
農
業
共
済
組
合
か
ら

推
薦
さ
れ
た
次
の
八
人
の
方
を
四

月
一
日
付
け
で
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
選
任
し
、
選
挙
で
当
選
さ

れ
た
二
十
三
名
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
委
員
会
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

阿
藤
博
文
（
中
野
市
農
業
協
同

組
合
）

市
川
益
男
（
北
信
州
み
ゆ
き
農

業
協
同
組
合
）

小
林
正
英
（
北
信
農
業
共
済
組

合
）

中
山
日
出
太
郎
（
中
野
市
土
地

改
良
区
）

小
泉
俊
一
（
市
議
会
議
員
）

中
島
毅
（
市
議
会
議
員
）

田
尻
隆
子
（
金
井
）

神
田
一
枝
（
上
今
井
）

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
結
果

二
十
三
名
の
農
業
委
員
が
決
定
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お忙しいところ恐縮ですが、３月27日㈮正午までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

■
医
師
研
究
資
金

対
象
者
　
県
外
か
ら
転
入
し
、
北

信
総
合
病
院
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
整
形
外
科
医
師
、
腎
臓
内
科
医

師
、
呼
吸
器
内
科
医
師

貸
付
人
員
　
一
名

貸
付
金
額
　
三
年
間
従
事
し
よ
う

と
す
る
者
は
六
〇
〇
万
円
、
二
年

間
の
場
合
は
四
〇
〇
万
円

返
還
免
除
　
貸
付
期
間
と
同
じ
期

間
を
勤
務
し
た
場
合
、
全
額
免
除

申
込
期
限
　
貸
付
人
員
に
達
す
る

ま
で

■
医
師
奨
学
資
金

対
象
者
　
学
校
教
育
法
に
お
い
て

医
学
を
専
攻
し
て
い
る
方
で
、
卒

業
後
三
年
以
内
に
北
信
総
合
病
院

の
医
師
と
し
て
従
事
す
る
意
思
が

あ
る
方

貸
付
人
員
　
二
名

貸
付
金
額
　
月
額
上
限
二
十
万
円

返
還
免
除
　
貸
付
期
間
と
同
じ
期

間
を
勤
務
し
た
場
合
、
全
額
免
除

申
込
期
限
　
貸
付
人
員
に
達
す
る

ま
で

医
師
研
究

奨
学
資
金

資
金
と

の
貸
付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　市では、生活習慣病の早期発見および早期治
療による健康保持増進を図るため、指定医療機
関で人間ドック健診費用の一部を助成します。
対象者　　
①35歳～74歳の国民健康保険被保険者
　（ただし、脳およびがん検査は40歳以上）
　※このうち、40歳～74歳の方は特定健診とし
　　て受診していただくこととなります。
②長寿医療制度被保険者（75歳以上の方および
65歳～74歳で一定の障害がある方）
助成額　健診費用の２分の１以内（年度内１回
限りとします）
申込・受診方法　ご希望の医療機関に、健診内
容や費用についてお問い合わせのうえ、予約申
し込みをしてください。医療機関の案内にした
がって、手続きをしてください。なお、事前に
「受診助成申請書」に記入していただきます。
助成方法　助成額は、市が直接医療機関へ支払
いますので、健診費用から助成額を差し引いた
金額を、医療機関の窓口でお支払いください。
指定医療機関　３月に全戸配布しました「平成
21年度版健康カレンダー」の12ページをご覧く
ださい。

　妊婦の皆さんや胎児の健康を確保し、安全で安心な出
産ができるように、今月から公費負担による妊婦健康診
査を５回から14回に拡大しました。また、14回の健診の
中で行う４回分の超音波検査についても公費負担としま
す。ただし、医師が特に必要と認めて行う検査もしくは
妊娠以外に関する検査、治療は自己負担となります。
　県内の病院であれば、どこでも受診票を提出すること
により、公費負担で妊婦健康診査を受けることができま
す。里帰り出産などで県外の病院で受診される際や、助
産所での受診についても、公費負担で妊婦健康診査を受
けることができますので、事前にお問い合わせください。
　平成20年度に妊娠届を出した方で、出産予定日が４月
以降の方は、妊娠週数に応じて受診票を送付します。

　水道事業者は、水道法施行規則により、水質検査計画
を作成し、毎事業年度の開始前に水道の需要者に対して
情報提供することとされています。
　この計画の内容は、市役所上下水道課、市公式ホーム
ページで公表していますので、どうぞご覧ください。

妊婦健康診査の公費負担を
人間ドック助成事業　５回→１４回　に拡大しました

「水道水質検査計画」を策定

問い合わせ先　市役所子育て課子ども支援係
☎（22）２１１１（内線３５６）

問い合わせ・申し込み先
☎（22）２１１１
市役所福祉課国保医療係（内線２９６）
市役所健康長寿課健康管理係（内線２４２）

問い合わせ先　市役所上下水道課上水道係
☎（22）２１１１（内線２８２）
市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.
jp/index_pc.asp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
‐
０
０
２
１
　
長
野
県
中
野
市
西
一
丁
目
１
番
７
号

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
０
２
６
９
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
ま
た
は
２
４
２
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
北
信
総
合
病
院
に
も
同
様
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
環
境
行
政
に
反
映
し
て
い

く
た
め
、
環
境
保
全
、
一
般
廃
棄

物
の
減
量
、
そ
の
他
環
境
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る

中
野
市
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
識
見
を
有
す

る
方
、
団
体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

方
な
ど
、
二
十
名
以
内
で
組
織
さ

れ
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査

審
議
す
る
ほ
か
、
環
境
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
市
長
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

委
員
任
期
　
平
成
二
十
一
年
六
月

三
日
～
平
成
二
十
三
年
六
月
二
日

募
集
人
員
　
四
名
程
度

募
集
期
限
　
四
月
二
十
八
日
㈫
※

必
着

応
募
資
格

・
平
成
二
十
一
年
六
月
三
日
現

在
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年

齢
満
二
十
歳
以
上
の
方

・
年
に
数
回
、
平
日
に
市
役
所

で
開
催
す
る
審
議
会
に
出
席
で

き
る
方

・
環
境
施
策
お
よ
び
関
連
す
る

分
野
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
関
心

を
持
ち
、
現
状
の
課
題
と
今
後

の
取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
に

つ
い
て
意
見
や
提
言
を
い
た
だ

け
る
方

提
出
書
類

・
応
募
用
紙
（
市
役
所
環
境
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

・
環
境
に
関
す
る
自
分
の
考
え
や

意
見
を
、
四
百
字
程
度
（
様
式

は
任
意
）
に
ま
と
め
た
も
の

申
込
方
法
　
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

提
出
先　

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
３
番
19
号

市
役
所
環
境
課
環
境
係

選
考
方
法

・
応
募
の
動
機
や
経
歴
、
作
文
の

内
容
な
ど
に
よ
り
選
考
を
行
い

ま
す
。

・
選
考
結
果
は
、
応
募
者
に
連
絡

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
�
５
９
２
３

Ｅ
メ
ー
ル
　kankyo@

city.
nakano.nagano.jp

中
野
市
環
境
審
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

■光化学オキシダント（光化学スモッグ）とは？
　自動車や工場などから排出される大気汚染物質が、
太陽の強い紫外線を受けることで生成する、刺激性
のある物質です。
　春から夏にかけて、濃度が上昇しやすくなります。
濃度が上昇すると、空に白いもやがかかったような
状態（光化学スモッグ）になり、目やのどに痛みを
引き起こす場合があります。
　近年、全国的に光化学オキシダント濃度が上昇傾
向にあり、県内でも昨年５月、観測史上初めて佐久
地域に光化学オキシダント注意報が発令されました。
■注意報などが発令された場合どうすればよいの？
　光化学オキシダント濃度が基準値を超え、気象状
況などからその状態が継続すると認められる場合に
は注意報や警報が発令されます。これにより、市は
防災無線などを通じて皆さんに情報をお伝えします。
　注意報の段階では、敏感な方が目やのどに刺激を
感じる程度で症状も一過性ですが、次の点に注意し、
落ち着いて行動しましょう。
①屋外での激しい運動は控えましょう。
②目やのどに痛みを感じた場合は、目
　を洗い、うがいをしましょう。
③症状によっては医療機関を受診しま
しょう。

④体に異常を感じた場合は、市役所環
境課までご連絡ください。

光化学オキシダントにご注意！井戸水の検査をしましょう！
　地下水は、有害物質の地下浸透や、井戸などの不
十分な管理が原因で、汚染するおそれがあります。
　また、市内の地下水からヒ素やホウ素が検出され
る傾向にあり、一部では基準を超過しています。
■年１回以上は次の項目の検査を受けましょう

　毎日の使用では、色、濁り、味、においに異常が
ないか確認しましょう。また、水質検査は水道法に
基づく登録検査機関などで受けることができます。
詳しくは、市役所環境課にお問い合わせください。
■井戸の周りはきれいにしましょう
・井戸やその周辺を点検・清掃し、常に清潔に保
ちましょう。
・ふたに鍵をかけたり周辺に柵を設け、関係者以
外の人や動物が近づかないようにしましょう。

■市内の地下水の検査結果を確認いただけます
・市では、市内の地下水の水質を把握するための
調査を行っています。調査結果は、市公式ホー
ムページをご覧いただくか、市役所環境課まで
お問い合わせ下さい。

一般的な
項目

一般細菌、大腸菌、硝酸性窒素及び亜硝酸性
窒素、塩化物イオン、有機物、pH値、味、臭気、
色度、濁度

その他の
項目

地域の特性からヒ素やホウ素、周辺の状況か
らトリクロロエチレンなど（必要に応じて検
査項目を追加）

問い合わせ先　
市役所環境課環境係☎（22）２１１１（内線２４７）

医
師

お忙しいところ恐縮ですが、３月26日㈭正午までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

・池田商店（大字三ツ和1487）
・ファミリードラッグ中野吉田店（大字吉田1049―1）
・㈲藤益商会（大字小田中221）※50音順

市指定ごみ袋取扱店を新たに追加！



　
こ
の
ほ
か
、
今
年
二
月
か
ら

本
格
的
に
出
荷
が
始
ま
っ
た
新

し
い
キ
ノ
コ
「
あ
ぎ
茸
」
の
試

食
も
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
今

回
の
放

送
を
通

じ
て
、

中
野
市

と
市
産

農
産
物

を
広
く

Ｐ
Ｒ
す

る
よ
い

機
会
と

な
り
ま

し
た
。
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子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給

事
業
の
ご
案
内

◎
ど
ん
な
制
度
な
の
？

　
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の

子
育
て
の
負
担
に
配
慮
す
る
観

点
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
限
り

の
措
置
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
基
準
日
（
平
成
二
十
一
年
二

月
一
日
）
に
お
い
て
、
中
野
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
お
り
、
幼
児
教
育
期
の
第
二

子
以
降
の
子
が
い
る
世
帯
の
世

帯
主
に
対
し
、
支
給
対
象
と
な

る
子
一
人
当
た
り
三
万
六
千
円

の
手
当
て
を
支
給
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

◎
支
給
対
象
と
な
る
子
と
は
？

　
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
、

小
学
校
就
学
前
三
年
間
に
属
す

る
子
（
平
成
十
四
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
）
で
あ
っ

て
、
第
二
子
以
降
の
子
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
第
二
子
以
降
の
判
定
は
、
三

歳
以
上
十
八
歳
以
下
の
子

（
平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
）
の
中
か
ら

年
齢
順
に
第
一
子
、
第
二
子

と
数
え
ま
す
。

◎
手
当
を
も
ら
う
に
は
ど
う
す

す
れ
ば
よ
い
の
？

　
市
で
は
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
主
の
皆
様
に
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
し
ま
し
た
記
載
要
領
な
ど

を
ご
参
照
の
う
え
、
郵
送
な
ど

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
期
限
は
？

　
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
㈬

で
す
。
な
お
、
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
は
受
給
を
辞
退
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
こ
ん
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　
支
給
対
象
と
な
る
第
二
子
と

同
居
し
て
お
り
、
第
一
子
と
は

別
世
帯
（
寄
宿
舎
へ
の
入
舎
な

ど
）
と
な
っ
て
い
る
が
扶
養
は

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
市
の
住

民
基
本
台
帳
で
確
認
で
き
ず
、

申
請
書
を
お
送
り
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６

・
３
６
１
）

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
生
放
送
で

　

中
野
市
の
農
産
物
を
紹
介
！

　
三
月
三
日
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信
越
放

送
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
坂
ち
ゃ
ん

の
ず
く
だ
せ
え
ぶ
り
で
ぃ
」
の

生
中
継
が
中
野
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
ラ
ジ
オ
ま
つ
り
長
野

県
縦
断
ず
く
伝
」
と
題
し
て
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
坂
橋
克

明
さ
ん
が
県
内
を
縦
断
し
、
リ

ス
ナ
ー
と
触
れ
合
い
な
が
ら
各
地

域
を
紹
介
す
る
企
画
で
、
今
回
、

中
野
市
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
日
本
土
人
形
資
料
館
付

近
か
ら
中
継
が
始
ま
り
「
巡
り
逢

い
の
丘
」
「
願
い
兎
」
を
紹
介
。

　
続
い
て
、
売
れ
る
農
業
推
進
室

か
ら
収
穫
期
を
迎
え
る
ハ
ウ
ス
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
紹
介
し
、
越
区
の
巨

峰
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
中
心
の
栽
培
農

家
、
渡
辺
敦
彦
さ
ん
・
美
恵
さ
ん

ご
夫
妻
の
園
地
に
ご
案
内
。
ご
夫

妻
か
ら
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
育
状

況
、
品
種
、
出
荷
時
期
、
市
内
サ

ク
ラ
ン
ボ
狩
り
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成21年４月号 16

▲渡辺さん夫妻と坂橋さん

　
こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
商

品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
自
慢
の

商
品
を
販
売
し
た
い
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
商
品
　
中
野
市
産
農
産
物
お

よ
び
市
内
で
製
造
さ
れ
た
食
品
や

特
産
品
で
、
贈
答
品
と
し
て
宅
配

が
可
能
な
も
の

募
集
期
限　

四
月
十
三
日
㈪
必
着

提
出
物
　
商
品
企
画
書
（
様
式
あ

り
）
・
商
品
写
真
・
契
約
書

掲
載
料　

三
千
円
（
最
大
三
品
掲

載
可
能
）

手
数
料
　
一
個
に
つ
き
百
七
十
円

応
募
条
件　

①
食
品
衛
生
法
な
ど
関
係
法
令
の

遵
守

②
食
品
製
造
者
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｌ

保
険
の
加
入

③
食
料
加
工
品
に
お
い
て
は
容
器

ま
た
は
包
装
な
ど
に
次
の
い
ず

れ
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
中
野
市
で
製
造
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と

・
原
材
料
が
中
野
市
産
で
あ
る

こ
と

発
行
部
数
　
四
万
三
千
部
（
中
野

市
お
よ
び
姉
妹
都
市
、
ふ
る
さ
と

信
州
中
野
会
Ｄ
Ｍ
な
ど
）

発
行
時
期
　
五
月
中
旬

取
り
扱
い
　
㈶
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
売
れ
る

農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

夏のギフトカタログ夏のギフトカタログ
ふるさとの味を贈り物に

掲載商品
募集中！

　
市
で
は
、
財
源
の
確
保
な
ど
を

目
的
に
、
旧
中
野
平
中
学
校
跡
地

を
売
却
し
ま
す
。
併
せ
て
、
土
地

活
用
事
業
計
画
の
内
容
を
審
査
す

る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

売
却
方
法
　
土
地
活
用
事
業
計
画

の
提
案
内
容
と
買
受
希
望
価
格
の

両
方
を
勘
案
し
て
買
受
者
を
決
定

す
る
「
公
募
提
案
型
方
式
」
に
よ

り
、
土
地
の
活
用
方
法
を
公
募

し
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

参
考
に
決
定
し
ま
す
。

土
地
の
所
在
地
　
中
野
市
大
字
片

塩
字
松
崎
五
十
八
番
二
、
五
十
八

番
三
（
二
筆
）

土
地
の
地
目
　
雑
種
地

土
地
の
面
積
　
二
一
、
七
五
二
㎡

（
二
筆
合
計
　
六
、
五
七
九
坪
）

最
低
売
却
価
格　

四
億
五
千
万
円

主
な
応
募
要
件
な
ど

・
二
筆
一
括
売
却

・
商
業
施
設
の
小
売
店
舗
に
あ
っ

て
は
、
店
舗
面
積
（
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
）
を
六
千
㎡
以

内
と
す
る

・
「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
」
第
二
条
に
掲
げ
る
営
業
に

該
当
す
る
も
の
は
除
外
と
す
る

申
請
受
付
期
限　

四
月
十
三
日
㈪

提
案
書
等
受
付
期
間　

四
月
六
日

㈪
～
四
月
二
十
日
㈪

そ
の
他
　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
土
地
売
却
実
施

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要
項
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
市
役
所
財

政
課
に
お
い
て
配
布
し
ま
す
。

審
査
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
五
月

上
旬
の
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
方
（
無
報
酬
）

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
方
法
　
売
却
後
の
旧
中
野
平

中
学
校
跡
地
の
利
用
に
関
す
る
考

え
な
ど
を
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

二
枚
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
載
の
う
え
直
接
持
参
し
て
い
た

だ
く
か
、
簡
易
書
留
な
ど
確
実
な

方
法
に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
四
月
十
三
日
㈪
必
着

決
定
方
法
　
選
考
に
よ
り
決
定
し
、

合
否
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
　
中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号
　

市
役
所
財
政
課
管
財
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

旧
中
野
平
中
学
校
跡
地

　
　
　
　
　
　

を
売
却
し
ま
す

No. 指定管理者制度導入施設 一括管理の
有無 期間 指定された団体など 所管課

1 中野市デイサービスセンターいこい苑

４施設一括 ５年 社会福祉法人中野市社会福祉協議会 健康長寿課2 中野市デイサービスセンターうまし苑
3 中野市デイサービスセンターつどい苑
4 中野市デイサービスセンターさくら
5 中野市りんごの木共同作業所 ２施設一括 ５年 社会福祉法人中野市社会福祉協議会

福祉課6 中野市ぴあワーク小規模通所授産施設
7 中野市福祉ふれあいセンター ２施設一括 ５年 社会福祉法人中野市社会福祉協議会8 中野市福祉ふれあいセンター永田分場
9 中野市民プール ３年 シンコースポーツ株式会社 文化スポーツ振興課10 中野市千曲川河川敷運動場 ３年 上今井区
11 中野市乗馬センター ５年 中野市体育協会乗馬クラブ 農政課
12 中野市農村環境改善センター帯の瀬ハイツ

３施設一括 ５年 社団法人
中野広域シルバー人材センター

農 政 課
健康長寿課13 中野市帯の瀬農産物加工施設

14 中野市屋内ゲートボール場
15 中野市豊田農産物加工施設

 

５年 中野市豊田農産物加工施設利用組合

地域振興課16 中野市豊田温泉公園 ５年 株式会社斑尾
17 中野市斑尾高原体験交流施設 ５年 株式会社斑尾
18 中野市豊田ふるさと交流館 ５年 株式会社豊田
19 中野市浜津ヶ池公園市民センター ５年 信州中野蕎麦文化普及会

商工観光課

20 中野陣屋・県庁記念館 ５年 財団法人中野市産業公社
21 中野市晋平の里間山温泉公園 ５年 財団法人中野市産業公社
22 中野市観光会館・日本土人形資料館 ５年 財団法人中野市産業公社
23 信州中野観光センター ５年 財団法人中野市産業公社
24 中高高等職業訓練校 ５年 職業訓練法人中高職業訓練協会

25
一本木公園・一本木公園展示館・一本
木公園中野小学校旧校舎・信州中野銅
石版画ミュージアム

１年 一本木公園バラの会 都市計画課

　４月１日から指定管理者による管理を行う25の公の施設について、地方自治法第２４４条の２第６項の
規定に基づき、中野市議会３月定例会において可決され、４月１日付けで下表のとおり指定管理者を指定
しました。 問い合わせ先　市役所政策情報課行政管理係　☎（22）２１１１（内線４０１）

中野市の公の施設に係る 指定管理者 を指定しました

▼

昨年発行した
カタログ（見本）



菜の花まつりコンサート
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近
代
の
国
文
学
に
大
き
な
功
績

を
残
し
、
文
部
省
唱
歌
の
作
詞
者

と
し
て
も
名
を
残
し
た
高
野
辰
之

博
士
の
功
績
を
た
た
え
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
、
音
楽
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
高
野
辰
之
記
念

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
記
念
祭
で
は
、
博
士
の
作
詞
に

よ
る
唱
歌
を
、
来
館
さ
れ
た
皆
さ

４26

▲前回のコンサートの様子

高野辰之博士

【運動の重点】
子どもと高齢者の交通事故防止を基本として
◆すべての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
◆自転車の安全利用の推進
◆飲酒運転の根絶
◆生活道路における交通事故の防止

　春の全国交通安全運動が、４月６日から 15 日まで
行われます。
　新入学児童・生徒や新社会人を迎えた交通環境の中、
市民みんなで交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣づけ、交通事故の防止につとめましょう。
　運動期間中は、警察、交通安全協会、市で、街頭で
の交通指導を実施し、市民の皆さんに交通安全を呼び
かけますが、交通安全の主役はあくまでも自分自身で
あることを認識し、一人ひとりの心掛けで交通事故を
なくしましょう。

25No.

◦編集◦
中野市教育委員会

今年度は、昨年度のテーマを継続し、少子化時代を迎えての学校環境について、さらに問いを
深めていきたいと思います。今月号では、今年度の教育委員会の重点施策の内容について取り
上げてみます。

ん
と
一
緒
に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
四
月
二
十
六
日
㈰

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時

三
十
分

会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

入
館
料
　
記
念
祭
開
催
時
は
無
料

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
ド
ル
チ
ェ

（
博
士
作
詞
の
「
ア
メ
リ
カ
人
形

を
迎
へ
る
歌
」
な
ど
を
発
掘
し
た

グ
ル
ー
プ
で
す
。
）

問
い
合
わ
せ
先　

高
野
辰
之
記
念

館
（
☎
�
３
０
７
０
）

高野辰之記念祭

　
平
成
二
十
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
に
続
き
、
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
他
の
市
税
（
個
人
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
）
に
つ
い
て

も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼取り扱いできるコンビニ
　エンスストア（50音順）

　
な
お
、
口
座
振
替
の
方
は
特
に

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

市
役
所
税
務
課
か
ら
送
付
し
ま
す

納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
取
り
扱
い
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

　
左
図
の
と
お
り

☆
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
納
付
書

①
納
付
書
一
件
の
金
額
が

三
十
万
円
を
超
え
る
も
の

②
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
も
の

③
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
も
の

④
記
載
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
取
扱

期
限
を
過
ぎ
た
も
の

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
収
納
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

が
納
付
で
き
ま
す

●エーエム・ピーエム
●エブリワン
●ＭＭＫ設置店
●くらしハウス
●ココストア
●コミュニティ・ストア
●サークルＫ
●サンクス
●スパー北海道
●スリーエイト
●スリーエフ
●生活彩家
●セイコーマート
●セーブオン
●セブン－イレブン
●デイリーヤマザキ
●ファミリーマート
●ポプラ
●ミニストップ
●ヤマザキデイリーストアー
●ローソン

▲市税（固定資産税・都市計画税）
の納付済通知書

市
税

春の全国交通安全運動
４月６日㈪～１５日㈬

信濃路は
ルールとマナーの
走るみち。

学校環境を考え・支える

二
十
一
年
度

           

教
育
委
員
会
の
重
点

　
平
成
二
十
一
年
度
、
教
育
委
員

会
の
施
策
・
事
業
の
推
進
に
当

た
っ
て
、
特
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

学
校
施
設
の
安
全
確
保
に

　
　
　
　
　
　

つ
と
め
ま
す

　
子
ど
も
が
通
う
学
校
は
、
も
っ

と
も
安
全
な
場
所
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
安
全
点
検
を

励
行
し
、
問
題
点
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
す
ぐ
改
善
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
特
に
、
校
舎
・
体
育

館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

年
度
内
に
市
内
十
五
校
す
べ
て
の

耐
震
対
応
を
完
了
さ
せ
る
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う            

対
応
・
支
援
に
つ
と
め
ま
す

　
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
て
初

め
て
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が

行
わ
れ
、
小
学
校
で
は
二
年
後
の

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
、
中
学
校

で
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
完
全

実
施
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の

間
は
移
行
期
間
と
な
っ
て
お
り
、

準
備
を
し
た
り
一
部
試
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
訂
で
の
大
き
な
改
革

の
一
つ
に
、
小
学
校
五
・
六
年
生

に
お
け
る
外
国
語
（
英
語
）
活
動

の
導
入
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
英
語
の
音
声
や

基
礎
的
表
現
に
な
れ
し
た
し
み
、

言
語
活
動
や
文
化
に
対
し
て
理
解

を
深
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
、
中
学
校
の
英
語
学
習

に
希
望
を
も
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
、
県
の
研
修
計
画

に
合
わ
せ
て
、
市
独
自
に
小
学
校

の
教
員
を
対
象
に
、
月
一
回
程
度

の
指
導
者
研
修
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
の
推
進
に

つ
と
め
ま
す

　
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

で
は
、
四
十
年
ぶ
り
に
指
導
内
容

が
増
加
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
学
習
時
間
が
増
え
る
教
科
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
に
き
め
細
や
か
な
対
応
を

し
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
人
間
形
成
の
土
台
づ

く
り
の
学
習
を
担
当
す
る
教
員
配

置
を
国
、
県
に
要
望
す
る
こ
と
に

加
え
て
、
市
独
自
の
各
種
指
導
員

配
置
を
考
え
、
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

夢
を
育
み
夢
に
挑
戦
し
て
い
く

子
ど
も
育
成
事
業
へ
の
支
援

に
つ
と
め
ま
す

　
小
中
学
生
が
一
流
の
も
の
に
触

れ
、
心
を
揺
り
動
か
す
感
動
体
験

の
場
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
こ
と
が
や
が
て
自
己
実
現
へ

の
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
に
挑
戦
し

て
い
く
子
ど
も
に
育
っ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
、
公
民
館
、
地
域
の

子
ど
も
活
動
の
中
か
ら
そ
の
願
い

が
感
じ
と
れ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
践
し
よ
う

と
し
て
い
る
機
関
や
団
体
と
家

庭
、
学
校
が
連
携
し
て
い
け
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
市
立
博
物
館
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す

　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園

内
に
あ
る
創
造
館
に
移
転
し
、
そ

の
機
能
を
拡
充
さ
せ
、
新
た
に
中

野
市
立
博
物
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
が
担
当
し
て
い
る

高
遠
山
古
墳
、
柳
沢
遺
跡
、
山
田

邸
と
も
連
携
を
と
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
初

年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
常
設
展

の
ほ
か
各
種
講
座
、
体
験
教
室
な

ど
を
開
催
し
、
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
文
化
の

発
展
に
寄
与
で
き
る
博
物
館
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中野小     140（157）南宮中　　212（211）

日野小　　26   （33）中野平中　151（135）

延徳小　　34   （26）高社中　　  99  （93）

平野小　　89（107）豊田中　　  47  （40）

高丘小　　49   （45）

長丘小　　14   （18）

平岡小　　49   （58）

科野小　　16   （15）

倭　小　 　 8     （9）

豊井小　　27   （31）

永田小　　17   （19）

平成２１年度入学　児童生徒数

みほん

お忙しいところ恐縮ですが、３月27日㈮正午までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

お忙しいところ恐縮ですが、３月27日㈮正午までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

菜の花まつりコンサート

※かっこ内は、平成
20年度の卒業生数
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街の話題やイベントを紹介します
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中野高校卒業式・閉校式
▼中野高校は約１世紀の歴史に幕を閉じました

　３月７日、中野高校において卒業式ならびに閉校式が
開催されました。本校は明治４４年に中野実科高等女学校
として開校してから、本年度で９８周年を迎えました。
　平成1９年4月に中野実業高校と統合して中野立志館高
校が開校し、中野高校の学び舎に残った全日制普通科の
３年生計1４5人の皆さんが卒業式を迎えたことにより、
３月31日をもって中野高校は閉校し、新しい歴史が中野
立志館高校へ引き継がれることとなりました。

市民ソフトバレーボール大会

▲一丸となってボールに向かっていきました
　３月13日、市民体育館において、第4回市民ソフトバ
レーボール大会を開催しました。本大会は、比較的手軽
に取り組めるソフトバレーボールを通じて、市民スポー
ツの振興を図ることを目的に、今年で通算13回目を迎え
ます。当日は、一般女子の部に６チーム、男女混合の部
に６チーム、ファミリーの部に８チームが参戦。
　参加した皆さんは、生涯を通じてプレーできるこの競
技の楽しさを実感しながら、試合に臨んでいました。

野鳥を学ぶ講演会

▲浜口教授の講演を熱心に聴く約70人の皆さん
　３月７日、長野県中野勤労者福祉センターにおいて、
野鳥を学ぶ講演会を開催しました。まず、市教育委員会
生涯学習課職員から「十三崖のチョウゲンボウの飛来状
況」について説明。つづく講演会では、元平塚市博物館
館長で、神奈川大学理学部生物科学科の浜口哲一教授か
ら、展示室を見学するだけでなく、余暇を利用して活動
できるような博物館のあり方や、市の新しい博物館が目
指す方向性などについて講演をしていただきました。

メンタルトレーニング講習会

▲体力・技術力に加え、心理面強化の重要性を強調
　３月15日、中野地域職業訓練センターにおいて、市体
育協会主催による「第4回～ワンランク上を目指す～競
技者・指導者のためのメンタルトレーニング講習会」が
行われ、信濃グランセローズに所属する方などを対象に
約70人が参加しました。当日は、山梨大学教育人間科学
部の遠藤俊郎教授を講師に迎え、精神的に強いチーム・
選手になるために必要なメンタルトレーニングの知識、
実践について専門的立場からお話をしていただきました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

表紙の説明

小・中学校卒業式

▼卒業生の皆さんに卒業証書が授与されました
　３月17日に市内の11小学校において、また、1８日には
4中学校において卒業式が行われ、小学生51８人、中学
生４7９人が卒業しました。
　卒業証書を受け取った皆さんは、運動会、文化祭、修
学旅行など数えきれないほどたくさんの思い出とともに、
お世話になった先生や在校生の皆さんに見送られながら、
大きな夢や希望に向かって新たな一歩を踏み出し、学び
舎を後にしました。　　　　　　（写真：平岡小学校）

　農作業の仕事始めとされる事八日の３月８日、市の無
形民俗文化財「小沼の餅かえ行事」が行われました。
　当日は、ほら貝の音を合図に庚申塔の前に集まった皆
さんが、餅にあんこやきな粉をつけてわらで包んだ「ワ
ラツト」を、お互いの無病息災や家内安全、五穀豊穣な
どを祈って交換しあいました。また、この日のために作
られた「ワラ馬」は火事から家を守り、交換した餅を食
べると風邪をひかないと言い伝えられています。

小沼の餅かえ行事

▼各家庭で作ったお餅を何度も交換しあいました

土人形絵付けコンテスト表彰式
　３月28日、まちなか交流の家において、土人形絵付
けコンテストの表彰式を開催しました。土人形の愛ら
しさと素朴さを身近に感じていただくため、昨年10月
１日から１月３0日まで作品を募集したところ、小学校
低学年、同高学年、一般の各部門に計３67点のご応募
をいただき、審査の結果、各部門で最優秀賞１点、優
秀賞３点、佳作10点が選出されました。入選した皆さ
んは、たくさんの作品に囲まれ受賞を喜んでいました。



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
月
の
兎
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

4
月
15
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平成21年4月号23 平成21年4月号 22

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　

   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手 問
題

創
造
館
が

中
野
市
立
●
●
●
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
第
一
分
団
の
団
員
数
、
部
編
成
等
に

　

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
団
員
数
、
百
八
十
名
、
部
編
成
、
十

部
、
ポ
ン
プ
車
四
台
、
可
般
ポ
ン
プ
十

台
で
す
。

☆
管
轄
区
域
は
ど
こ
で
す
か
？

　
中
町
、
西
町
、
東
町
、
松
川
、
普
代
、

東
松
川
、
一
本
木
、
栗
和
田
、
西
条
、

上
小
田
中
、
下
小
田
中
、
東
吉
田
で
す
。

☆
活
動
内
容
は
？

　
毎
月
七
の
つ
く
日
に
、
防
火
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
広
報
活
動
の
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
火
災
の
際
は
、
瞬
時

に
現
場
へ
駆
け
つ
け
初
期
消
火
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
祭
り
な
ど
、
区
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
活
動
に
参
加
し
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

☆
分
団
独
自
の
活
動
な
ど
は
？

　
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
を
展
示
す
る

消
防
フ
ェ
ア
の
開
催
の
ほ
か
管
轄
区
域

内
の
ご
み
拾
い
。
ま
た
、
毎
年
、
県
大

会
で
上
位
に
入
賞
し
て
い
る
ラ
ッ
パ
班

に
よ
る
各
種
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
消
防
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
世
代
や
地
域
を
超
え
て
、
多
く
の
知

り
合
い
が
で
き
、
楽
し
い
仲
間
た
ち
と

協
力
し
な
が
ら
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
た
め
、
人
の
た
め
、
消
防
団

に
入
り
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た

ち
で
守
り
ま
せ
ん
か
。
男
女
問
わ
ず
、

入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　市（岳南広域消防組合火災予防条例）では、平成2１年５
月3１日までに、全ての既存住宅に「住宅用火災警報器」を
設置することが義務付けられています。
　設置する場所は主に寝室で、寝室が2階にある場合は階
段の天井に設置が必要です。
　住宅用火災警報器は市内の量販店、電気店などで販売さ
れており、ご自分で設置することができます。
　まだ、お済みでないお宅は早急にご検討ください。 問　市役所消防課消防係　☎（22）3386

中
野

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
、
生
業
を
持
つ
か
た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い
る
中
野
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元
に
根
ざ
し
活
動
し
て
い
る
各
分
団
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
野
市
消
防
団
第
一
分
団
を
紹
介
し
ま
す
。

住宅用火災警報器を設置しましょう～命と財産を守る手助けに！～

【設置場所】
○各寝室
○寝室の存する階の階段

【設置場所】
○各寝室

２階建てで２階に寝室や
居室がある場合の例

２階建てで1階に寝室や
居室がある場合の例

●
設
置
例

Ｎo.１

　

各
個
訓
練
の
様
子

▲

黒岩　弘美 さん

岩月　光将 さんから紹介された

（介護福祉士・東吉田）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.48

　　

中野小学校　６年
横田　唯華さん

　
「
あ
な
た
の
夢
っ
て
何
？
」

と
聞
か
れ
る
と
、
一
つ
に
し

ぼ
っ
て
言
え
な
い
の
が
私
で

す
。
で
も
こ
れ
だ
け
は
言
え
ま

す
。
「
人
を
助
け
る
人
に
な
り

た
い
！
」

　
夢
っ
て
何
だ
ろ
う
？
な
り
た

い
の
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
と

い
っ
ぱ
い
な
や
ん
で
思
っ
た
の

が
人
を
助
け
る
人
。

　
な
ぜ
人
を
助
け
た
い
の
か
と

い
う
と
、
人
を
楽
し
ま
せ
て
、

笑
っ
て
も
ら
う
の
も
好
き
だ
け

ど
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
人
も
、
誰
か
に
助
け
て
も

ら
っ
た
か
ら
そ
の
人
が
い
る
。

　
大
き
く
い
っ
て
医
者
も
そ
う

で
す
。
医
者
も
助
け
る
人
の
一

人
で
す
。
医
者
は
何
人
も
の
命

を
救
う
。
そ
の
医
者
が
い
な

か
っ
た
ら
、
病
気
に
な
っ
た
人

は
助
か
ら
な
い
。

　
そ
う
や
っ
て
考
え
た
ら
、
私

な
り
に
、
助
け
る
人
が
い
な
け

れ
ば
こ
の
世
が
な
り
た
た
な

い
！
と
考
え
て
、
自
分
が
な
り

た
い
の
は
、
大
き
く
「
人
を
助

け
る
人
」

　
将
来
私
は
、
そ
ん
な
人
に

な
っ
て
沢
山
の
人
を
助
け
た
い

と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

No.19

人を助ける人になりたい

中
野
人
形
（
土
人
形
）
と
は

　
土
人
形
は
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
全
国

各
地
に
存
在
し
ま
す
。
雛
人
形
の
よ
う
に

高
価
で
豪
華
な
衣
装
人
形
と
は
対
照
的
な

庶
民
的
人
形
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
奈
良
家
の
中
野

人
形
は
、
一
時
制
作
を
中
断
し
た
後
、
昭

和
三
十
二
年
に
先
代
の
父
が
再
開
。
昭
和

三
十
四
年
に
父
が
他
界
し
、
私
が
五
代
目

と
し
て
跡
を
継
ぎ
、
仕
事
を
す
る
傍
ら
人

形
制
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
地
元
の
皆
さ
ん
は
中
野
人
形
に

あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
東
京
の
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
る
全
日

本
郷
土
玩
具
展
に
出
品
し
て
か
ら
注
目
を

浴
び
始
め
、
そ
の
後
、
中
野
ひ
な
市
で
再

び
出
品
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
土
人
形
を
始
め
た
頃
か
ら

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

「
儲
け
よ
う
、
有
名
に
な
ろ
う
」
と
い
う

気
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
人
形

は
誰
に
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
す
が
、

い
ざ
極
め
と
な
る
と
、
誰
に
で
も
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
土
人
形
制
作
の
根
本
は
「
優
し
さ
・
温

か
さ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
常
に
優
し
い
気

持
ち
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
非
常

に
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

土
人
形
の
魅
力
と
は

　
昔
か
ら
の
土
人
形
の
形
は
、
い
か
に
も

庶
民
の
人
形
ら
し
い
切
な
さ
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
切
な
さ
の
裏
返
し

が
温
か
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
土

人
形
の
魅
力
を
少
し
で
も
顔
の
表
情
や
色

彩
に
表
現
で
き
た
ら
と
、
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
毎
年
、
中
野
ひ
な
市
に
は
大
勢
の
皆
さ

ん
に
並
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
満
足
い
く
数
が
作
れ
ず
、
皆
さ

ん
に
は
申
し
訳
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
大
勢
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
制
作
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

第
十
一
回　

中
野
人
形
制
作
者　

奈
良
久
雄
さ
ん

▲優しく、温かな気持ち
で絵付けする奈良さん

①自己紹介
　長野の専門学校を出て、介護福祉士とし
て働いています。昨年１１月に出産し、現在
は育児に励んでいます。
②今後チャレンジしたいこと
　中学、高校と陸上部に所属し、体を動か
すことが大好きなので、出産後になまって
しまった体を鍛えるため、ヨガやピラティ
スにチャレンジしてみたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　子どもから高齢者まで、誰もが住みやす
い環境づくりのため、今まで以上にバリア
フリーを充実してほしいと思います。
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有料広告欄

音声告知放送について
　音声告知放送は、緊急地震速報などの緊急放送のほか、一般放送として
「定時放送」を毎日、朝晩に10分程度放送しています。定時放送は、市役
所からのお知らせで、くらしに役立つ情報をお伝えしています。
　現在、約9,000世帯の皆様にご利用いただいています。新規加入申し込
みは、随時受け付けを行っています。
◆新規加入手続・設置までの流れ
①申込書に記入のうえ政策情報課まで提出してください。用紙は政策情報
課まで請求してください。

②電気工事店から工事予定日等の連絡があります。
　・建物内工事･･･指定電気工事店
　・引込線工事･･･テレビ北信ケーブルビジョン（以下「テレビ北信」）
③工事を行います。
④工事完了後、２週間以内に放送が流れるようになります。
◆費用負担
【音声告知放送端末機】
　１台まで･･･無料（市から貸し出し）
　２台目以降･･･18,270円／台（税込）
【引込線工事】
　原則として引込線延長が35ｍ以内の場合：21,000円（税込）
【建物内工事】
　標準単価を定めていますが、それぞれの住宅の形状や設置場所などに
よって異なります。次にいくつかの事例を紹介します。

※上記の金額は、工事状況に応じ変動があります。あくまでも目安です。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　政策情報課情報係（内線217）

中野市障害福祉計画（案）について皆様のご意見をお寄せください

なかの ｢おすみちゃん｣ 販売
　「おすみちゃん」に含まれている
有機分によって土壌改良にも役立ち
ます。皆さんご利用ください。
４月の販売日
8日㈬、12日㈰、22日㈬
５月の販売日
13日㈬、20日㈬、24日㈰、27日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
※バラ売り(袋無)：要予約(10日前)
問　上下水道課下水道係（内線283）

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《４月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)

※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間に
は対象区域に近づかないようご協
力をお願いします。

問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事
　　務局（市役所農政課内☎（22）
　　２１１１内線251）

実施日 8日㈬、22日㈬

対象区域 栗和田から桜沢にかけた山際

駆除時間 午後１時30分からおおむね２時間

有線放送電話の受話器・
スピーカーの回収について
　有線放送電話協会の解散に伴い、
各世帯の受話器とスピーカーの回収
が、下記の日程で行なわれますので、
ＪＡ中野市の各駐車場へご持参くだ
さい。

問　㈳中野市有線放送電話協会
　　☎（22）２９２７

日　　時 回収場所
４
月
19
日
㈰

午前６時30分
　　　　～11時

本所
日野支所

午後１時～４時 延徳支所
平野支所

４
月
26
日
㈰

午前６時30分
　　　　～11時

高丘支所
長丘支所

午後１時～４時
平岡支所
科野支所
倭支所

花苗の無料頒布
　花のまちづくりの一環として、花
苗の無料頒布を予定しており、６月
分の花苗の受付を行います。
　対象者は、道路沿い等の公共的な
用地に植栽していただける皆さんです。
　なお、11月にも秋苗の配布を予定
しています。
申込期限　４月３0日㈭
※種類・本数については、数に限り
がありますので希望に添えない場合
もあります。
問　都市計画課街路公園係（内線270）

　市では「住民に身近な行政は、できる限り身近な基礎自治体である市
町村が、自らの責任で主体的に施策を立案し、実施していくことが望ま
しい」との考え方から「知事の権限に属する事務の処理の特例に関する
条例」のうち農地法（昭和27年法律第229号）の規定に基づく一部のも
のについて「中野市長」が移譲を受け「中野市農業委員会」へ再委任さ
れました。（平成21年４月１日から）
事務の流れ

事務処理
①受付期間　毎月25日まで（土・日・祝日の場合は直前の金曜日）
②委員会　毎月６日前後（土・日・祝日の場合は別に定める）
③許可通知　毎月開催の長野県農業会議常任会議員会議より答申が届いた後
※詳しくは、お問い合わせください。
問　中野市農業委員会　☎（22）２１１１（内線322）

農地法関連の一部が権限委譲されます

　市では、障害者の自立した生活の推進を図るため、平
成21年度から平成23年度までを第２期とした中野市障
害福祉計画を策定します。
　つきましては、計画策定に際して、広く市民の皆様か
らご意見を募集します。
計画（案）の公表場所　市役所福祉課、豊田支所地域振
興課、市公式ホームページ　　
意見の提出方法　直接持参いただくか、郵送、ファック
スまたは、Eメールにより提出してください。（様式

は任意ですが、住所、氏名、電話番号を必ずご記入くだ
さい）
提出期限　４月15日㈬
問い合わせ・提出先　
〒383-8614　中野市三好町一丁目３番19号
中野市役所福祉課障害福祉係
ファックス　（22）３8７９
Eメール　fukushi@city.nakano.nagano.jp
問　福祉課障害福祉係（内線294）

市営住宅、若者住宅
入居者募集
　空き住宅および5月から７月まで
に明け渡しのあった市営住宅および
若者住宅の入居者を募集します。
募集期間　４月６日㈪～17日㈮
募集する団地　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅および若
者住宅

抽選期日　４月22日㈬
時間　午後２時
抽選会場　市民会館45号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
※入居資格や申し込み方法など、詳
しくは直接お問い合わせください。

　また、現在空いている部屋につい
ては室内を見る事ができます。
問　都市計画課建築住宅係（内線273）

テレビ北信に加入している場合で、既存テレビ
の２m以内に設置した場合の例 6,762円(税込)

テレビ北信に未加入で、音声告知用のケーブル
を単独配線（10m）した場合の例 10,332円(税込)

テレビ北信に未加入で、既存のアンテナ線と混
合した場合の例 15,393円(税込)



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

平成21年4月号27 平成21年4月号 26

4月30日㈭は、平成21年度固定資産税・都市計画税第1期の納期限です。お忘れなく。

９月　・９日㈬、１０日㈭…リンゴの葉摘
　　　・１１日㈮…リンゴの葉摘、閉講式
対象者　①年齢が５７歳から６８歳までで働く意欲のある方
②脚立作業の可能な方③実技会場まで通える方
募集期限　４月２７日㈪　　定員　３０名
講習期間　５月１４日㈭～９月１１日㈮のうち１０日間
受講料　無料（講習会場までの交通費は受講者負担）
問　㈳中野広域シルバー人材センター　
　　☎（23）０４６８

果樹栽培アシスタント講習受講生募集
　雇用・就業を希望される団塊の世代を中心とした方々
が、果樹栽培の基礎的な知識と技能を習得し、より有利
な条件で再就職できることを目的に技能講習会と合同面
接会（就職相談会）を開催します。
講習会日程等（会場は市内園地ほか各所）
５月　・１４日㈭…開講、果樹の栽培管理　
　　　・１５日㈮、１８日㈪、１９日㈫…ブドウの房切
　　　・２０日㈬、２１日㈭…リンゴの摘果
　　　・２２日㈮…合同面接会

農作業（ぶどう房切作業）のお手伝いさんを募集します
　６月は、ぶどう栽培の重要な作業である「房切（ふさ
きり）作業」が一時期に集中することから、産業公社で
は、市内ぶどう農家で房切作業を手伝っていただける方
を募集します。多くの方の支援をお願いします。
○事業概要
⑴作業内容　ぶどう房切作業　※簡単な作業です
⑵時期　６月１日㈪～１３日㈯
⑶期間　連続３日間以上作業できる方
⑷労賃　時給７４０円（予定）※交通費は支給されません

⑸作業時間　１日８時間　※作業時間は短縮も可能
⑹傷害保険　ＪＡ普通傷害共済に加入（費用は農家負担）
⑺その他　この事業は産業公社が厚生労働大臣の許可を
得て、職業紹介事業として実施します。
○説明会
会場　市民会館４２号会議室
日時　４月１４日㈫　①午前１０時～②午後２時～
　　　４月１６日㈭　①午前１０時～②午後２時～
問　㈶中野市産業公社　☎（22）２１１１（内線３０３）

　「ふるさと寄附金（納税制度）」は、「ふるさと」に対し貢献または応援をし
たいという納税者の思いを実現する観点から、応援したい県・市町村（出身
地に限らず）に寄附をした場合、個人住民税や所得税が軽減される制度です。
　市では、昨年６月１日から「ふるさと寄附金」の受け付けを開始し、これ
までに多くの方からご寄附をいただきました。
○平成20年度 「ふるさと寄附金（納税制度）」の寄附状況
〈寄附金全体〉※団体等の寄附金含む
・寄附申出件数　２９件　・寄附金額　３,４１９,８７３円（平成２１年３月１０日現在）
〈寄附金の内訳〉

○「ふるさと寄附金（納税制度）」の活用先
　活用先第１号として、今月から実施している「電話医療相談所運営事業」
に２００万円の寄附金（メニュー４「市長におまかせ信州中野」から）を活用
させていただきます。
　また、その他メニューの寄附金につきましても、活用事業が決定次第、
順次活用させていただく予定です。
　市外に家族や親類が住んでいる方につきましては、ぜひ「ふるさと寄附
金」について伝えていただき、「ふるさと中野市」を応援していただきま
すようお願いします。
※詳しくは、直接お問い合わせいただくか、市公式ホームページをご覧ください。
ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/city/seisaku/seisaku/
hurusatonouzei.htm
問　政策情報課政策推進係（内線 ２１６）

の寄附状況、寄附金の活用先

　現在、長寿医療（後期高齢者医
療）保険料が年金から天引きとなっ
ている方は、平成２１年度の保険料に
ついても、継続して年金からお支払
いいただくようになります。次の２
点にご注意ください。
⑴平成21年度4月から8月まで、

長野県後期高齢者医療広域連合が
決定した保険料に基づき、仮徴収
を実施します。

⑵保険料（月額）は、今年2月の保険
料と同額です。

※保険料額については、昨年の7月
下旬にお送りしました「後期高齢
者医療保険料額決定通知書　兼　
特別徴収開始通知書」をご覧くだ
さい。なお、１０月以降の年金から
のお支払いについては、7月下旬
頃に通知する予定です。

問　福祉課国保医療係（内線２９６）

長寿医療（後期高齢者）保険料

催眠商法にご注意を
　催眠商法とは、空き店舗やガレー
ジなどに人を集め、無料や１００円程
度で家庭用品や食料品を配り、巧み
な話術で最終的には高額な布団や健
康器具などを買うようにと勧めてく
る商法です。このような商法では以
下のことに気をつけましょう。
①色々な物をもらったからといって、

何かを買わなければならないとい
うことは決してありません。その
場では決めず、一度家族や友人と
話し合って、本当に必要なもので
あるかどうかをよく考えてから契
約しましょう。

②催眠商法は販売場所が短期間で移
動してしまうため、連絡が取りづ
らく、アフターサービスが受けに
くい場合があります。

③契約して８日以内であれば、クー
リングオフという方法で解約する
ことができます。それ以上期間が
経過していても、場合によっては
解約できることもあります。

　この頃は、セールスマンが家まで
迎えに来て会場まで車で送ってくれ
るケースも増えています。一番の対
策はそのような会場に行かないこと
です。
問　市民課生活交通安全係（内線２３８）
　　豊田支所地域振興課市民生活係
　　（内線１３２）

借金問題でお悩みの方へ
　長野財務事務所では、返済しきれ
ないほどの借金を抱え、お悩みの方
へ「無料相談」を平日、毎日行って
います。
　借金の返済でお悩みの方はすぐご
連絡ください。必ず解決できます。
受付時間　月～金　午前８時30分～
午後０時１５分、午後１時～４時３０分
問　財務省関東財務局長野財務事務所
　　☎０２６（234）２９7０

メニュー 活用内容 件数 寄附金額
メニュー１ 
緑豊かなふるさと信州中野 環境保全、都市基盤整備 ４ １９０,０００ 円 
メニュー２ 
文化が香る信州中野 教育関係、文化振興 ３ １００,０００ 円 
メニュー３ 
元気なまち信州中野

医療福祉、産業振興、
市民交流、スポーツ振興 ８ ５２７,８５０ 円 

メニュー４ 
市長におまかせ信州中野 市長が選定する政策に活用 １４ ２,６０２,０２３ 円 

　平成２１年度の国民健康保険税は、
４月から各偶数月に年金からお支払
いいただくようになります。
　４月から８月までの支払額は、平
成２１年２月にお支払いいただいた金
額と同額です。
　支払金額については、昨年7月下
旬にお送りしました「国民健康保険
税　特別徴収開始通知書」をご覧く
ださい。
　なお、１０月からのお支払いについ
ては、7月下旬頃に通知する予定で
す。
問　税務課課税係（内線２２５、２２９）

国民健康保険税

長寿医療（後期高齢者）保険料・国民健康保険税を
年金からお支払いされている皆様へ

人権常設相談所（心配ご
と相談所）の開設
　人権に関する相談所を開設してい
ます。ご利用ください。
期日　毎週月、水曜日（祝日は除く）
時間　午前９時～正午
会場　長野地方法務局飯山支局
　　　（飯山市大字飯山１０８０番地）
相談員　人権擁護委員
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９（62）２３０２

次回申込期限　４月 30 日㈭  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　６月４日㈭ 発行の６月号～
ホームページ掲載日　６月１日㈪～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線 212 または 400）へ。
市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載していますのでご覧ください。

「広報なかの」「市公式ホームページ」広 告 募 集 中 ！

長電バス　中野木島線　
一部路線の変更
　中野木島線の運行ルートが４月7
日㈫から一部変更となる予定です。
変更後　午前7時代の木島発→信州
中野駅→中野立志館（高校正門側）
問　長電バス株式会社
　　☎０２６(２９５)８００８

『ふるさと寄附金』

4月 ６月 ８月
１期 ２期 ３期
1０月 12月 ２月
4期 ５期 ６期

○長寿医療保険料、国民健康保険税
の年金からの支払期

～暮らしに役立つ広告

　をお待ちしています～



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

平成21年４月号29 平成21年４月号 28

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　４月10日㈮
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　５月21日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金「学生納付特例制度」
－申請は毎年必要です－

 学生納付特例制度について 
　所得が無い学生については、申請により在学中
の国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付
特例制度」が設けられています。ご本人の所得が
一定以下の学生が対象となります。
 障害・遺族基礎年金との関係 
　納付特例期間中に障害や死亡といった不慮の事
態が発生した場合、障害基礎年金や遺族基礎年金
が支給されますので、万が一のときも安心です。
 申請の方法は？ 
　年金手帳、学生証の写し（または在学証明書）、
印鑑をもって市役所で手続きしてください。また、
郵送でも申請することができます。
 保険料の追納について 
　納付特例期間は、10年以内であればあとから保
険料を納めること（追納）ができます。ただし、
３年度目以降は、一定の金額が加算されます。
問　市民課国民年金係（内線２３7）

◎知っておこう「カーボン・ニュートラル」
　誕生から焼却までの過程で二酸化炭素（ＣＯ２）
の排出と吸収が差引きゼロになることを言います。
　これは植物の成長に必要な光合成によるＣＯ２
（＝カーボン）の吸収量と、その焼却時に発生す
るＣＯ２の排出量が相殺され、大気中のＣＯ２の増
減に影響を与えることがなく中立（＝ニュートラ
ル）であるという考え方です。　
　化石燃料の代わりに、植物や木屑、食品廃棄物
など生物由来の燃料であるバイオマスエネルギー
を利用することは「カーボン・ニュートラル」で
大気中のＣＯ２を一定量に保つことができ、地球
温暖化の防止につながると考えられています。
　また、ＣＯ２を削減するために行なう植林活動や
自然エネルギーの導入など、人間活動によりＣＯ２
の排出量を相殺していくことも「カーボン・ニュ
ートラル」と呼ぶことがあります。　
◎「みどりの月間」が始まります
　「みどり」についての関心と理解を深めるため、
国では４月15日からの１カ月間を「みどりの月
間」としました。この機会に、身近な「みどり」
に感謝し、自然とふれあいましょう。

シリーズ 地球温暖化�

★スキーセット★テニスラケット★五月人形★鏡
台★ピアノ★電動自転車★中古ノーマルタイヤ★
電動車イス★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケース★オ
ルガン★洋風リビングこたつ（イス４脚、こたつ
布団付）★スチームオーブンレンジ★小動物用
ケージ★ハロゲンヒーター★エレクトーン

★ノートパソコン★ＤＶＤプレーヤー★カラー
ボックス★バドミントンラケット★スキーセット
（子供用）★掃除機★車いす★８ミリビデオカメ
ラ★人形ケース★冷蔵庫★園芸用アルミ三脚★加
湿器★電子ピアノ★アコースティックギター★編
み機★チャイルドシート★ベビーカー★おんぶひ
も★アスパラ用アーチパイプ★電子レンジ★木箱

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線２３８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(３月24日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,086 人 ( － 11)
男 22,221 人 ( ＋ 4)
女 23,865 人 ( － 15)

世　帯 15,068 戸 ( － 5)
平成21年３月１日現在(国勢調査を基に推計）

展示

中野市立博物館 ㊡火曜日 ☎ 22-2005

５月１日㈮展示室オープン
常設展示「中野市の自然と歴史・文化」
　中野市の自然や歴史、文化の様子について、展
示物とともに分かりやすく解説し展示します。

中野陣屋・県庁記念館 ㊡火曜日 ☎ 23-2718

「フォトサークル旬」写真展
４月9日㈭～26日㈰
さつき会書道展
４月29日㈬～５月10日㈰　
貯金箱屋
４月9日㈭～29日㈬

展 示 案 内

ご寄付　ありがとうございました

（平成21年２月27日～３月24日）
●市立図書館蔵書充実のため　本　716冊
　＜東京都文京区　加賀　乙彦　様＞

●新入学児童交通安全運動の一環として
　新入学児童交通安全帽子　４８7人分
　＜中野ライオンズクラブ会長　大塚　一夫　様＞

●豊井、永田保育園へ　絵本　５6冊
　＜中野ロータリークラブ会長　武田　典一　様＞

●平岡小学校図書整備のため
　図書券　2５５,000円分
　＜東京都葛飾区　細谷　恒明　様＞

　いただきました寄附品および寄附金は、市政
のため大切に使用させていただきます。
問　庶務課秘書広報係（内線４００）

中野市立博物館、中野陣屋・県庁記
念館の展示案内です。是非、ご覧く
ださい。



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日緊急診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　２人で仲良く本を読んだり、
三輪車に乗って遊んでいます。
２人はパンが大好物です。いつ
までも仲良く、また、優しい子
に育ってほしいと思います。
（小林孝至・孝枝さん　東江部）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成21年４月２日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／４月21日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年12月生まれ
※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
　　　　就学前の１年間（保育
　　　　園・幼稚園の年長児）
第３期＝中学１年生に相当する
　　　　年齢の者（13歳になる
　　　　年度の１年間）
第４期＝高校３年生に相当する
　　　　年齢の者（18歳になる
　　　　年度の１年間）
※第１期で単独ワクチン接種済

みの幼児も、第２期として混
合ワクチンを接種します。

※第３期の対象の方は各中学校
で接種します。

※第２期・第４期対象の方には
予診票を送付します。

※毎月無料で実施していますの
で、接種される前月に実施医
療機関へ予約してください。

平成21年４月号 30

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)
受付時間／午後１時～１時40分

＜中野保健センター＞
５月12日㈫…日野、延徳、平野
　　13日㈬…高丘、長丘、平岡、
　　　　　　科野、倭、豊田
　　　　15日㈮…中野

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳
　（20～5６日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳
（初回３回目終了後12～18か月

の間に１回）
≪７歳６か月未満まで接種可≫

育児教室
期日／５月１日㈮
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話、
　　　試食

小林 知
ち は や

颯くん 哩
り ま

茉ちゃん

健診名 健 診 日 対　　象
３か月児
健 診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

４月21日㈫ 20年12月生まれ

７か月児
健 診 ４月22日㈬ 20年８月生まれ

１ 歳
６か月児
健 診

４月24日㈮ 19年９月生まれ

２ 歳 児
健 診 ４月20日㈪ 19年３月生まれ

３ 歳 児
健 診 ４月23日㈭ 18年３月生まれ

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

乳幼児健康診査 定期健康相談

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れなど
期日／５月14日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は、5月12日㈫までに健康

長寿課へお申込みください。

　保健師、栄養士、歯科衛生士が相
談にお応えします。お気軽にご相談
ください。
内容／血圧測定・検尿・身体計測、
　　　栄養相談・歯科相談・介護相
　　　談・育児相談など
○中野保健センター　毎週水曜日
　午前10時～11時30分
○豊田保健センター　毎月第１木曜日
　午前10時～11時30分
※各会場とも祝日は休みです。

健康まつり
　歩くことの効果、正しい歩き方
などについての講話、ウォーキン
グ、血圧測定を実施します。
　日程などにつきましては、各地区
ともチラシなどでお知らせします。
　お気軽にご参加ください。
＜科野地区健康まつり＞
期日／４月19日㈰
時間／午前８時～９時30分
集合場所／科野小学校
（谷厳寺までウォーキング2.6㎞）

　20歳・30歳・40歳・50歳・６0歳お
よび70歳の方を対象に歯周疾患検診
を行います。
　対象となる方には４月中旬に受診票
をお送りしますので、希望する市内歯
科医院へ予約し、受診してください。
期間／12月30日㈬まで
受診料／20歳・30歳・40歳・50歳・
　　　　６0歳の方は500円、70歳の
　　　　方および生活保護受給世帯
　　　　の方で受付にて証明書を提
　　　　示された方は無料

歯周疾患検診



１　ちょうげんぼう

中野市勤労青少年ホームだより
 第 46 号

平成21年４月２日発行

中野市勤労青少年ホーム

〒３８３－００２５
中野市三好町１丁目４番27号
電話　(０２６９) ２２－２６９１㈹
印刷　高錦堂印刷所

働く青少年の皆さんが、余暇を利用してのサークル活動や各種教養講座、行事等に参加して
心身のリフレッシュをし、仲間づくりをすすめるための福祉施設です。
さまざまな職業の青年が気軽に利用できる公共の施設です。

中野市に住んでいるか、市内の事業所に勤務
する概ね30代後半までの勤労青少年です。
（20年度利用者の会登録者数…228人）

ホームで利用証交付の申請を行い、
「利用者の会」加入の年会費を納めれば
利用できます。

１Ｆ　事務室、談話室、実習室、体育室
2Ｆ　集会室、会議室、音楽室、和室

・開館日：月曜日～土曜日
・休館日：日曜日、祝祭日、年末年始
・開館時間：午前９時～午後10時

～勤労青少年ホームとは？～

～ホームを利用できる人は？～

～開館日と開館時間～

～ホームを利用するには？～

～施設の紹介～

　11月15日と16日、駒ヶ根市ホーム主催による、利用
者交流会が高遠青少年自然の家において行われました。
　県下5ホームが集まり、初日の分科会では、ホーム
現状と今後について話し合い、その後、交流会では
ゲームをして、お酒を飲み交わしながら盛り上がりま
した。
　2日目のスポーツ交流会ではドッジボール、縄跳び、
玉入れをし、交流を深め良い汗を流しました。他ホー
ムの方と交流ができ、また状況が分かり、充実した2
日間でした。

利用者交流会 ホーム祭・作品展
　11月15日～16日
のえびす講にあわ
せ、利用者の作品
展を行いました。

中野市勤労青少年ホームの紹介

　4年間お休みして
いたバドミントン講
座が復活しました。
　とても盛況で真冬
に汗をかき楽しく受
講できました。
今年度も予定しています。

講座紹介
～バドミントン講座～

今年度もホーム利用者の会が企画、運営して、さまざまなイベントを行いました。

平成20年度後期 利用者の会イベント報告利用者の会イベント報告



　ちょうげんぼう　２

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している勤労青少年（概ね30代後半まで可）
◎申込方法…４月9日㈭以降随時、直接勤青ホームへお出かけのうえお申し込みください（先着順）
◎経費…受講料は無料ですが、教材費とホーム利用者の会、会費500円は受講生の負担となります。
※メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受け付け致しません。
～お知らせ～
中野市勤労青少年ホームのＨＰでは、利用者の会の活動やサークル活動等を掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。ホームページアドレスはこちら↓
http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

　　　　　お問い合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269-22-2691（土・日・祝日を除く午後１時～午後 10 時）
　　　　　 E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp

平成２１年度　前期講座　受講生募集！！
いずれの講座も初心者大歓迎！！お気軽にどうぞ！！

講　座　名 曜　日 回　数 教材費 定 員 内　　容

華       道
（ 池 坊 ）

火曜日
４/ ２８～

１８：３０～

10 回

第 2,4 週
10,000 円 12 名

時間内に３0 ～４０分程度受講すれば
いいので時間の融通がききます。
何 か 始 め た い 方 は こ の 機 会 に 是
非！！

簿 記
（婦人の家と共催）

火曜日
５/ １９～

１９：００～

20 回

毎週
2,000 円

（テキスト代）
６名

簿記検定 3 級資格取得程度。
昨年合格者います！経理の基礎知識
を学習し転職・就職に役立ちます。

バドミントン
水曜日

5/ １３～
１９：３０～

10 回

毎週
210 円

（傷害共済）
16 名

日ごろの運動不足の解消にいかがで
すか。動いて、良い汗を流しましょ
う！人気の講座です。

ピ ラ テ ィ ス
水曜日

５/ ２０～
１９：３０～

10 回

毎週
210 円

（傷害共済）
20 名

おなかや骨盤周りを意識し、身体に余
計な負担をかけず胴体部分が鍛えら
れます。
基本からしっかりと覚えましょう。

筆 ペ ン
（婦人の家と共催）

水曜日
５/ ２０～

１９：００～

６回
第1、3、5週

300 円 8 名

紙と筆ペンは用意いたします。道具が
なくても始められます。
ご祝儀袋・のし・ハガキなど日常的な
書道を教えていただきます。

書　　　 道
木曜日

５/ ２７～
１９：００～

8 回

第 2,4 週
1,410 円 15 名

美しい筆文字は一生の財産。
初心者から上級者まで丁寧な指導の
下、確実に上達します。

茶　　　 道
（ 裏 千 家 ）

木曜日
４/ ２３～

１９：００～

10 回

第 2,4 週
2,500 円 12 名

お抹茶・お菓子が大好きな方、正座が
苦手な方まで大丈夫。作法も丁寧に　
教えてくださいますので初心者でも
安心です。～男性大歓迎～

エアロビクス
木曜日

４/ ２３～
１９：３０～

10 回

毎週
210 円

（傷害共済）
25 名

当ホームでも人気のある講座です。
初心者から経験者まで有酸素運動で
健康的に体を動かしてみましょう。

みんなで
しゃべら

　　ナイト！

木曜日
５/ １４～

１９：００～

１０回

第 2,4 週
実　　費 16 名

海外旅行が趣味の方や海外旅行を！
と考えている方々にお薦めです！！
一人では不安…という方も安心。
講師が優しく指導してくださいます。



１　働く婦人の家だより

 第 25 号
平成21年４月２日発行

中野市働く婦人の家

中野市三好町１丁目４番27号
電話　(０２６９) ２２－２６９１（代）
ＨＰ　http://www.city.nakano.nagano.jp/
　　　city/fujin/
印刷　高錦堂印刷所

働く婦人の家は・・・
◎日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。
◎働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催したり、職業生活
　や家庭生活に関する相談を受けます。
◎育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場としてご利用いただけます。

サークル活動を始めたい方、
　一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。

　今回はじめて、産後間もないお母さん対
象のママピラティス講座を開講しました。
　短い期間でしたが、ストレス解消にもな
り、とても好評でした。ぜひ、自宅でも続
けてほしいと思います。

　そば打ち講座では、≪天悠≫のご主人に
打ち方、切り方を教えてもらいました。
　「見る」と「やる」とでは大違い。苦労
しながらも楽しんで取り組めました。

　すぐりの会では、花架拳や太極拳をベースに誰
もができる運動を取り入れ、腹式呼吸を使って
ゆっくりとした動きで体力作りをしています。
　いつでも気軽に体験に来てください。

　活動日は
　毎週火曜日
　　夜７時から９時
　　　　　までです。

仲  間  募  集 !!  20年度後期講座の様子

▼コスモス（フラワー
アレンジメント）

▼墨友会（水墨画）

▼キルト工房・シクラメン
（パッチワーク）作品展の様子



働く婦人の家だより　２

平成21年度 前期講座 受講生募集!!

◎募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方
◎申込方法…４月13日㈪午後７時以降、電話（仮の受付）で必ず本人がお申し込みく
ださい。１人２講座まで受講可能です。なお、定員になり次第、締め切らせていた
だきます。

※各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市働く婦人の家
中野市三好町１－４－27　TEL 22ー2691

　講座やサークルの
申し込み・問い合わせ

（土・日・祝日を除く午後１時～10時）

講座名 日程・時間 定員 教材費 内容

職
業
講
座

簿記
(勤青ホームと共催)

５月19日から20回
毎週火曜日
午後７時から

６ 2,000円 就職に何かと役立つ簿記資格。
まずは３級合格を目指してみませんか。

家庭介護
５月19日から４回
毎月第３火曜日
午後１時３0分から

20 なし
介護保険制度などの学科と、シーツの交換、
着替え、歩行介助などの実技を教えていただ
きます。

筆ペン
(勤青ホームと共催)

５月20日から６回
第１・３・５水曜日
午後７時から

８ 300円
年賀状、冠婚葬祭の表書きや記帳など、実用
的に使う字がきれいに書けたらいいと思いま
せんか。

健
康
講
座

ゆがみ改善体操
５月14日から６回
第２・４木曜日
午後７時から

26 500円
簡単な体操と調整（整体）を行い、全身の筋
力のバランスを整えながら強化をして『正し
い姿勢』へ！

ママピラティス
５月1３日から６回
毎週水曜日

午前10時３0分から
15 なし

産後の緩んだ腰周りのリセットのコツを習い
ましょう。託児はありませんが、おおむね１
歳までのお子さん連れＯＫです。

Ka　Qi　La
カ　キ　ラ

５月 14 日から６回
毎週木曜日
午後７時から

25 なし
関節（Ka）への働きかけで、機能（Qi）が改
善し、体が楽（La）になるヨガスタイルのエ
クササイズです。

生
活
講
座

美肌メイク
５月15日から５回
毎月第３金曜日
午後７時から

16 525円
洗顔からメイクまで、年齢に応じたテクニッ
クを学び、好感度アップを目指しましょう。
現在お使いのメイク道具をお持ちください。

パッチワーク
５月27日から５回
第２・４水曜日
午後７時から

16 2,500円 三角巾着の作り方を教えていただきます。お
弁当入れ、小物入れにいかがですか。

山野草の楽しみ方
６月19日から５回
毎月第３金曜日
午前10時３0分から

10 2,500円 初夏から晩秋にかけての寄せ植えを教えてい
ただきます。

初心者の陶芸
５月1３日から12回
毎週水曜日
午後７時から

12 1,500円
カップやお皿、急須などを教えていただきま
す。窯詰め、窯出しにもチャレンジしてみま
しょう。後期講座はありません。

ゆかたの着付け
７月１日から４回
毎週水曜日
午後７時から

12 なし 今年のションション祭りには、ゆかたを着て
でかけましょう。

茶道（裏千家）
５月21日から８回
第１・３・５木曜日
午後７時から

12 2,000円
薄茶の点て方、飲み方、立ち居振る舞い（お
辞儀、ふすまの開け閉め）など、基本から盆
略手前・薄茶平点前を教えていただきます。

料
理
講
座

郷土料理
６月９日㈫
７月14日㈫
午後２時から

16 1,000円 ６月に「笹ずしと草もち」、７月に「おや
き」の作り方を教えていただきます。
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～講演を熱心に聞き入る、分館長・主事の皆さん～
　

中
野
市
公
民
館
と
73
分
館
の
館
長
・
主

事
が
一
堂
に
会
し
、
平
成
21
年
度
分
館

長
・
主
事
研
修
会
が
２
月
28
日(

土)

中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
150
名
が
出
席
し

た
。

　

中
野
市
公
民
館
の
運
営
方
針
や
事
業
に

も
と
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
特
性
を

活
か
し
両
輪
と
な
っ
て
、
地
域
に
根
を
張

り
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
公
民
館
活
動
の

充
実
と
推
進
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　

合
わ
せ
て
「
記
録
に
残
る
記
事
、
記
憶

に
残
る
写
真
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
館
報

づ
く
り
の
講
演
会
や
平
成
20
年
度
分
館
報

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
充
実
し

た
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

新
役
員
の
み
な
さ
ん
は
研
修
会
を
通
し

公
民
館
事
業
に
理
解
を
深
め
、
懇
親
会
で

は
親
睦
を
深
め
合
う
な
ど
、
公
民
館
運
営

に
向
け
清
々
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

あおぞら
　

四
月
。
桜
花
爛
漫
の
季
節
。

そ
し
て
、
学
校
や
会
社
な
ど

で
は
新
人
を
迎
え
、
新
し
い

体
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
月
で

す
。　

　

新
人
の
波
及
効
果
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
新
人
は
組
織
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
。
新
人
は
経
験
は
な
い
け

れ
ど
、
彼
等
の
初
々
し
さ
は
、
私
た

ち
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
大
切
な

心
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

　

『
日
に
新
た
に　

日
々
新
た
に　

ま
た
日
に
新
た
な
り
』
こ
の
有
名
な

こ
と
ば
は
中
国
の
古
書
『
礼
記
』
の

中
に
あ
る
こ
と
ば
だ
そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
は
四
月
の
気
持
ち
を
持
続

さ
せ
る
た
め
に
こ
の
こ
と
ば
を
時
々

読
み
返
し
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
惰
性
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
自
分
。
当
初
の
決
意
を
、
い
つ

の
間
に
か
周
り
の
せ
い
に
し
、
諦
め

て
い
る
自
分
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
こ

と
ば
を
読
み
返
し
、
初
心
の
気
持
を

思
い
返
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
新
年
度
四
月
。
新
た
な
気

持
ち
で
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！        (

ら)

１ 文化なかの /09.4

中
野
市
公
民
館

　
　
　

運
営
方
針

公民館活動の充実



２

公
民
館
の
め
ざ
す
方
向

公
民
館
の
め
ざ
す
方
向

平
成
二
十
一
年
度

平
成
二
十
一
年
度

運
営
方
針

　
中
野
市
の
公
民
館
は
、
県
内
の
公
民

館
と
と
も
に
戦
後
い
ち
早
く
先
駆
的
な

活
動
を
展
開
し
、
日
本
の
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
の
歩
み
の
中
で
、
地
域
に
根

を
張
り
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
公
民
館

活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
中
野
市
の
各
地
に
お
い
て
地
域
づ
く

り
や
、
文
化
の
伝
承
・
創
造
、
環
境
保

全
、
地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
活
動
の
活

性
化
、
介
護
、
福
祉
、
男
女
共
同
参
画

等
の
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
そ
し
て

市
民
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

な
ど
公
民
館
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
４
公
民
館
が
連
携
し
、

各
館
の
特
性
を
発
揮
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
く
。
　

　
地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
を
め
ざ

し
、
①
特
色
あ
る
文
化
資
源
の
発
見
と

再
生
・
創
造
　
②
教
育
・
福
祉
・
観
光

な
ど
の
分
野
と
の
連
携
　
③
子
ど
も
た

ち
の
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
　
④
文
化

芸
術
と
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
　

⑤
人
材
育
成
　
⑥
地
域
文
化
拠
点
の
活

性
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
な
ど
の

支
援
を
し
て
い
く
。

　
21
世
紀
の
こ
れ
か
ら
を
、
我
々
は
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、

人
間
の
根
源
的
な
と
こ
ろ
か
ら
問
い
深

め
、
豊
か
な
心
を
育
み
幸
福
に
暮
せ
る

地
域
づ
く
り
に
資
す
る
。
な
か
の
21
市

民
講
座
実
行
委
員
に
よ
り
講
座
の
企

画
・
運
営
に
あ
た
る
。

● 

重
点
施
策 

●

◎
中
野
市
成
人
式
の
充
実

◎
「
ま
な
ざ
し
」・「
子
ど
も
育
成
事

　
業
実
践
集
」
を
指
針
に
子
ど
も
事

　
業
の
実
践
化
と
充
実

◎
音
楽
な
ど
文
化
芸
術
活
動
進
展
の

　
た
め
の
支
援

　
　
◎
各
公
民
館
の
特
性
を
い
か
し
て

　
地
域
の
課
題
解
決
に
あ
た
る

◎
分
館
活
動
活
性
化
の
支
援
を
行
う
。

◎
な
か
の
21
市
民
講
座
の
推
進

中野市４公民館の主な活動内容

〇
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
講
座
な
ど
の
開
設

〇
公
民
館
報「
文
化
な
か
の
」

の
発
行
及
び
文
化
展
・
芸
能

祭
な
ど
の
文
化
祭
の
開
催

〇
分
館
と
の
連
絡
、
公
民
館

運
営
審
議
会
、
分
館
長
・
主

事
研
修
会
、
非
常
勤
主
事
会

な
ど
公
民
館
活
動
を
推
進
す

る
に
必
要
な
、
公
民
館
全
体

に
か
か
わ
る
事
務
・
事
業
の

推
進

〇
地
域
課
題
を
掘
り
起
こ

し
、
西
部
地
区
に
合
っ
た
公

民
館
活
動
の
推
進

〇
「
い
つ
で
も
誰
で
も
」
を

基
本
と
し
て
、
自
主
的
な
学

習
活
動
の
支
援

〇
地
域
の
生
涯
学
習
の
中
核

施
設
と
し
て
、
集
う
・
学
ぶ
・

活
か
す
・
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
場
づ
く
り
を
目
指
す

〇
北
部
の
集
落
間
の
和
と
交

流
を
求
め
、
寄
り
や
す
く
学

び
や
す
い
場
づ
く
り
と
実
践

〇
講
座
の
重
点
化(

子
育
て

サ
ロ
ン
・
親
子
原
体
験
を
取

り
入
れ
た
子
ど
も
教
室
・
高

齢
者
大
学
等
）

〇
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
は
じ
め

各
趣
味
サ
ー
ク
ル
の
育
成
支

援

〇
豊
田
地
域
の
よ
さ
を
掘
り

起
こ
し
、
学
び
あ
っ
て
、
中

野
市
豊
田
の
地
域
づ
く
り
を

す
る

〇
地
域
の
特
質
を
ふ
ま
え
て

の
運
営
の
重
点
化
を
は
か
る

〇
公
民
館
活
動
に
取
り
組
む

人
の
和
を
広
げ
る

中央公民館

西部公民館

北部公民館

豊田公民館
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◆
中
野
市
分
館
協
議
会
◆

　
会
　
長
　（
宮
本
　
六
朗
）

　
副
会
長
　（
金
子
　
　
彰
）

　
副
会
長
　（
吉
家
　
一
雄
）

●
中
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
丸
山
　
康
雄

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
丸
山
　
　
浩

　
分
館
協
議
会
長
　
　
秋
元
　
正
幸

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

中
　
町
　
　
石
澤
　
和
彦
　
　
瀧
澤
　
雅
生

西
　
町
　
　
山
田
　
尚
慶
　
　
堀
尾
勇
次
郎

東
　
町
　
　
金
山
　
　
弘
　
　
小
林
　
亮
太

松
　
川
　
　
小
島
　
敬
三
　
　
三
木
　
和
男

東
松
川
　
　
秋
元
　
正
幸
　
　
横
田
　
幸
憲

普
　
代
　
　
桜
井
　
良
光
　
　
安
済
　
秋
夫

栗
和
田
　
　
水
野
　
孝
夫
　
　
竹
内
　
　
勝

一
本
木
　
　
山
田
　
義
男
　
　
倉
沢
　
弘
二

西
　
条
　
　
樋
口
　
初
夫
　
　
久
保
　
利
幸

上
小
田
中
　
上
野
　
靖
夫
　
　
頓
所
　
和
光

下
小
田
中
　
小
林
　
孝
夫
　
　
桑
原
　
秀
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢
　
武
志

東
吉
田
　
　
岩
本
　
文
一
　
　
内
田
　
守
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
幸
子

●
日
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
浦
野
　
寿
文

　
分
館
協
議
会
長
　
　
金
子
　
　
彰

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

間
　
山
　
　
小
林
　
則
夫
　
　
原
沢
　
功

新
　
野
　
　
金
子
　
　
彰
　
　
田
川
　
貴
義

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

安
源
寺
　
　
片
山
　
信
男
　
　
仲
條
　
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
見
澤
宏
文

栗
　
林
　
　
小
林
は
る
子
　
　
藤
木
　
英
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
田
　
文
子

牛
　
出
　
　
高
山
　
竹
男
　
　
高
山
　
文
雄

立
ケ
花
　
　
近
藤
孝
次
郎
　
　
芋
川
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
　
功

草
　
間
　
　
清
水
　
富
雄
　
　
富
岡
　
清
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
原
　
紀
行

日
　
和
　
　
小
林
　
恒
男
　
　
武
田
　
伸
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
史
明

大
　
俣
　
　
浅
沼
　
忠
雄
　
　
阿
藤
　
峰
男

●
長
丘
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
髙
橋
　
幸
司

　
分
館
協
議
会
長
　
　
吉
家
　
一
雄

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

田
　
麦
　
　
江
本
　
紀
夫
　
　
長
張
　
芳
造

厚
　
貝
　
　
吉
家
　
一
雄
　
　
宮
本
　
　
覚

壁
　
田
　
　
渋
川
　
仁
志
　
　
馬
場
　
和
宏

古
　
牧
　
　
若
林
　
栄
吉
　
　
若
林
　
進
一

●
平
岡
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
阿
部
　
　
泉

　
分
館
協
議
会
長
　
　
小
島
　
徳
重

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

新
　
井
　
　
藤
沢
　
知
弘
　
　
相
馬
　
広
幸

若
　
宮
　
　
小
島
　
徳
重
　
　
町
田
　
佳
也

竹
　
原
　
　
武
田
　
信
友
　
　
武
田
　
直
人

金
　
井
　
　
江
口
　
忠
宏
　
　
三
澤
　
一
良

南
間
長
瀬
　
田
中
　
徳
行
　
　
久
野
　
陽
一

北
間
長
瀬
　
佐
藤
　
秀
樹
　
　
依
田
　
隆
生

東
笠
原
　
　
山
田
　
良
造
　
　
池
田
　
　
睦

西
笠
原
　
　
塚
田
　
富
芳
　
　
塚
田
　
浩
司

長
元
坊
　
　
櫻
井
　
致
由
　
　
堀
川
　
鉄
兵

平成
21
年度

名
簿

非
常
勤
主
事・
分
館
協
議
会
長

分
館
長
・
分
館
主
事

高
　
遠
　
　
田
川
　
精
一
　
　
田
川
　
武
己

更
　
科
　
　
笠
原
　
光
男
　
　
中
村
　
右
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
司

東
　
山
　
　
土
屋
　
英
雄
　
　
岩
本
　
順
吉

●
延
徳
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
大
宮
　
良
一

　
分
館
協
議
会
長
　
　
佐
藤
　
直
信

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

桜
　
沢
　
　
原
　
　
良
郎
　
　
大
井
　
孝
知

大
　
熊
　
　
佐
藤
　
直
信
　
　
小
林
　
藤
雄

北
大
熊
　
　
木
村
　
安
雄
　
　
木
村
　
芳
隆

篠
　
井
　
　
田
中
　
初
雄
　
　
山
田
　
篤
己

新
　
保
　
　
霜
鳥
　
由
夫
　
　
丸
山
　
博
明

小
　
沼
　
　
柳
沢
　
和
人
　
　
大
宮
　
浩
司

●
平
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
小
林
　
雄
一

　
分
館
協
議
会
長
　
　
武
田
　
　
正

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

東
江
部
　
　
児
島
　
一
雄
　
　
松
田
　
康
永

西
江
部
　
　
竹
内
　
幸
夫
　
　
長
島
　
輝
宜

岩
　
船
　
　
武
田
　
　
正
　
　
近
藤
　
政
俊

吉
　
田
　
　
町
田
　
敏
明
　
　
塩
崎
　
光
也

片
　
塩
　
　
田
中
　
秀
幸
　
　
田
中
　
　
透

七
　
瀬
　
　
塩
野
谷
健
治
　
　
小
池
　
民
雄

　
泉
　
　
　
古
幡
　
新
一
　
　
堀
籠
　
雄
貴

長
　
嶺
　
　
北
澤
辰
登
志
　
　
大
沼
　
正
男

●
高
丘
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
佐
藤
金
之
助

　
分
館
協
議
会
長
　
　
片
山
　
信
男

●
科
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
上
原
　
雅
樹

　
分
館
協
議
会
長
　
　
高
橋
　
利
光

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

赤
　
岩
　
　
高
橋
　
利
光
　
　
江
口
　
　
明

　
越
　
　
　
池
田
　
栄
一
　
　
渡
辺
　
基
秀

深
　
沢
　
　
佐
藤
　
正
司
　
　
塩
野
谷
幸
夫

●
倭
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
山
岸
　
一
郎

　
分
館
協
議
会
長
　
　
市
村
　
邦
彦

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

柳
　
沢
　
　
小
林
　
伸
雄
　
　
上
野
　
広
樹

田
　
上
　
　
市
村
　
邦
彦
　
　
三
井
　
忠
助

岩
　
井
　
　
山
田
　
宗
良
　
佐
々
木
三
智
人

岩
井
東
　
　
清
水
　
重
一
　
　
　
　
―

牧
ノ
入
　
　
前
田
　
正
己
　
　
　
　
―

●
豊
田
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
宮
沢
　
賢
明

　
分
館
協
議
会
長
　
　
宮
本
　
六
朗

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

上
今
井
　
　
神
田
　
和
英
　
　
神
田
　
　
猛

替
　
佐
　
　
小
橋
　
俊
樹
　
　
丸
山
　
満
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
野
　
義
一

笠
　
倉
　
　
大
沢
　
　
隆
　
　
割
田
　
豊
実

　
硲
　
　
　
小
林
　
郁
夫
　
　
小
林
　
孝
弘

奥
手
山
　
　
宮
本
　
六
朗
　
　
　
　
―

美
　
沢
　
　
原
田
　
誠
治
　
　
　
　
―

穴
　
田
　
　
藤
澤
　
　
眞
　
　
高
野
日
出
男

毛
野
川
　
　
外
谷
　
益
朗
　
　
小
森
　
伸
弥

南
永
江
　
　
伝
田
　
秀
孝
　
　
多
城
　
　
哲

北
永
江
　
　
外
谷
　
辰
之
　
　
中
島
　
伸
雄

西
　
組
　
　
黒
岩
　
鐵
人
　
　
畠
山
　
房
子

三
　
俣
　
　
市
川
今
朝
男
　
　
滝
野
　
文
昭

赤
　
坂
　
　
田
中
富
士
男
　
　
　
　
―

豊
田
深
沢
　
荒
井
　
米
男
　
　
　
　
―
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新
保
は
中
野
扇
状
地
の
南
扇
端

か
ら
延
徳
田
ん
ぼ
に
広
が
る
広
い

む
ら
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
壁

田
な
ど
と
共
に
、
歴
史
に
登
場
し

て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
石
高
千
石
を

こ
え
た
市
内
で
も
有
数
の
む
ら

で
あ
っ
た
が
、
水
害
に
見
舞
わ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
む
ら
の
人
達
は
水

害
に
つ
よ
い
、
し
か
も
生
産
性
の

高
い
農
作
物
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
導
入

し
、
暮
し
の
安
定
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
主
な
農
作
物
に
つ
い
て
述
べ

る
。
そ
の
第
一
は
柳
で
あ
る
。
柳

は
水
に
強
い
作
物
だ
が
、
は
じ
め

か
ら
新
保
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
先
覚
者
達
は
柳
に
目
を
つ
け
、

先
進
地
の
長
沼
（
長
野
市
）
や
豊

岡
市
（
兵
庫
県
）
を
視
察
す
る
。

柳
の
栽
培
に
自
身
を
深
め
、
導
入

に
ふ
み
き
る
。
柳
で
つ
く
っ
た
行

季
な
ど
は
軍
隊
か
ら
の
注
文
も
あ

っ
て
需
要
が
ま
し
、
大
き
な
発
展

を
と
げ
る
。

　
し
か
し
戦
後
は
ビ
ニ
ー
ル
製
品

に
お
さ
れ
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

加
え
て
減
反
に
よ
る
空
地
が
で
る
。

し
か
し
新
保
は
そ
の
ま
ま
に
し
な

か
っ
た
。
今
は
ア
ス
パ
ラ
畑
一
色

と
い
う
ほ
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
広
が
っ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
の
中

は
あ
た
た
か
い
と
は
い
え
、
冬
期

の
作
業
は
大
変
な
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
い
っ
ぽ
う
新
保
は
え
の
き

栽
培
も
盛
ん
で
あ
る
。
あ
ち
こ

ち
に
あ
る
え
の
き
工
場
は
、
ほ

と
ん
ど
通
年
に
わ
た
り
動
い
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
新
保
で
は
、
次
か

ら
次
へ
と
新
し
い
作
物
を
取
入
れ
、

生
活
の
糧
に
し
て
き
た
結
果
、
進

取
の
む
ら
新
保
と
な
っ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

田
中
　
毅

　
新
保
区
は
、
中
野
市
の
南
部
・

延
徳
地
区
に
位
置
し
、
市
街
地
に

近
い
た
め
、
年
々
世
帯
数
が
増
加

し
、
以
前
は
一
六
〇
戸
ほ
ど
で
あ

っ
た
の
が
、
現
在
四
四
〇
戸
余
り

と
大
き
な
区
と
な
り
ま
し
た
。

　
分
館
事
業
は
、
区
民
運
動
会
を

皮
切
り
に
、
延
徳
地
区
の
球
技
大

会
、
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
、
盆
踊

り
・
納
涼
祭
、
区
民
文
化
展
、
研

修
会
、
書
き
初
め
大
会
、
最
後
に

敬
老
会
で
終
了
し
ま
す
。

　
現
在
、
分
館
に
お
い
て
、
新

旧
の
区
民
の
交

流
、
親
睦
が
重

要
で
あ

り
、
い

か
に
分

館
活
動

に
多
く

の
区
民

が
参
加

で
き
る

か
で
苦

労
し
て

い
ま
す
。

　
以
前

は
、
文
化
展
や
盆
踊
り
な
ど
、
そ

の
担
い
手
で
あ
っ
た
趣
味
の
会
、

ク
ラ
ブ
な
ど
自
主
的
に
行
っ
て
い

新 保 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

進
取
の
む
ら
新
保

　
二
月
十
八
日
・
二
五
日
・
三

月
四
日
の
三
回
に
渡
り
、
北
部

公
民
館
に
お
い
て
「
は
じ
め
て

の
デ
ジ
カ
メ
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
定
員
二
十
名
の
と

こ
ろ
、
六
十
名
近
い
希
望
者
が

あ
り
、
溢
れ
て
し
ま
っ
た
方
に

は
断
腸
の
思
い
で
お
断
り
を
し

た
そ
う
で
す
。

　
受
講
者
の
中
に
は
年
配
の
方

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

公
民
館
も

デ
ジ
タ
ル
時
代
？ 出展数が増えてきた文化展

た
も
の
が
、
会
員
が

高
齢
化
し
継
続
で
き

ず
に
多
く
の
組
織
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
新
保

区
の
内
外
で
趣
味
の

会
、
ク
ラ
ブ
に
属
し

て
い
る
ひ
と
り
一
人

の
情
報
を
、
新
た
に

発
掘
し
な
が
ら
、
分

館
活
動
に
結
び
つ
け

て
い
く
事
を
始
め
ま

し
た
。

　
区
民
文
化
展
の
展

示
品
で
は
、
口
コ
ミ
に
よ
る
も
の
、

全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
に
よ
る
も
の

な
ど
出
展
数
が
増
え
、
効
果
が
見

も
お
ら
れ
、
買
っ
て
は
み
た
も

の
の
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
放
置

し
て
い
た
が
、
今
回
の
講
習
の

お
か
げ
で
楽
し
く
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。
開
始
時
間
よ
り
前
に

来
ら
れ
て
講
師
の
先
生
に
積
極

的
に
質
問
さ
れ
る
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
に
対
す
る
興
味
の
深

さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　
宿
題
と
し
て
撮
っ
て
き
た
写

真
を
皆
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

投
影
し
て
見
た
り
、
手
ブ
レ
し

に
く
い
撮
り
方
、
夜
景
の
撮
り

方
、
逆
光
で
も
顔
が
黒
く
な
ら

な
い
裏
ワ
ザ
な
ど
若
者
で
も
知

ら
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
た
っ
ぷ

り
と
教
え
て
頂
き
、
皆
さ
ん
と

て
も
満
足
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
被
写
体
の
狙
い
方
が
変
わ
り

ま
し
た
。
」
と
の
感
想
に
は
び

っ
く
り
。
油
断
し
て
い
る
と
年

配
の
方
に
追
い
越
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
ね
。
　
　
（
く
）

え
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
さ

ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
公
民
館
長
　
霜
鳥
由
夫

講師の久保田さんの話に、皆さん真剣です

多くの区民が参加した書初め大会



中 

　
央
　 

公
　 

民 

　
館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考

 日本語教室

(昼コース) ４月14日から
毎週火曜日※祝日を除く
13時30分～15時30分
(夜コース)第２・４日曜日
19時～21時

 中央公民館 ボランティアの
皆さん

＜受講料＞無料
＜申込み＞中央公民館で随時
受付します。

 初級英会話教室
４月 14 日～３月中旬
毎週火曜日※祝日を除く
19 時～ 21 時

中央公民館
教室

中野市英語指
導助手 ( ＡＥＴ )

＜受講料＞無料
＜申込み＞ 4 月 14 日 ( 開講日 ) に
会場で受付します。以後、随時
受付します。

 中野市シニア大学

４月23日～２月下旬
(講座は全16回)
13時30分～15時
(第１回目)４月23日
開講式、音楽鑑賞

中央公民館
講堂

 ( 第１回目 )
長野フィル音楽
ボランティア＆
ハーモニー

＜受講料＞無料
＜申込み＞４月23日(開講日)に
会場で受付します。以後、随時
受付します。

 生活の中の書
５月13日から
全６回(毎週水曜日)
13時30分～15時30分

中央公民館
教室  太田 舛次 先生

＜定員＞ 20 名
＜教材費＞ 200 円
＜持ち物＞書道用具一式
＜対象＞書道初心者
＜申込み＞ 4 月 20 日 ( 月 ) から

北  

部  

公  

民  

館

 あるある探検隊 ５月２日～１月中旬
全８回予定
※土曜日を中心に活動

北部公民館
ほか野外  赤岩Ｍ 21 ほか

＜定員＞小学生親子 20 組
＜受講料＞無料。ただし傷害
保険料としてお子さん一人に
つき 1,000 円
＜申込締切＞４月 27 日 ( 月 ) まで

 男のピラティス ・５/12・５/19・５/26
・６/２・６/16・６/23
・６/30
19時30分～20時30分
全７回(毎週火曜日)

北部公民館  宮崎 栄子 先生

＜定員＞男性 20 名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞飲み物、汗拭きタオル
バスタオルかヨガマット
＜申込み＞４月 10 日 ( 金 ) から

西
部
公
民
館

 ・４/13～３月まで
全12回(第２月曜日)
19時～20時30分

西部公民館
会議室 岩戸 貞彦 先生 ＜定員＞ 30 名

＜受講料＞無料

５ 文化なかの /09.4

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

＜内容＞親子、家族で自然
体験・農業体験・伝統行事
の体験活動にチャレンジ

＜内容＞脱メタボ！内臓に近
い深層筋を鍛えてお腹回りの
シェイプＵＰや腰痛改善にも

＜内容＞西部地域に残る古
文書を読み、考えませんか

近世文書
（古文書）講座

館
　
　
長
　
　
丸
　
山
　
邦
　
夫

副 

館 

長
　
　
高
　
田
　
　
　
茂

主
　
　
幹
　
　
外
　
山
　
康
　
子

主
　
　
査
　
　
鈴
　
木
　
　
　
貴

主
任
主
事
　
　
戸
　
田
　
の
り
子

主
　
　
事
　
　
滝
　
沢
　
盛
　
文

嘱
　
　
託
　
　
杉
　
本
　
厚
　
子

嘱
　
　
託
　
　
高
　
野
　
美
　
和

館
　
　
長
　
　
鈴
　
木
　
一
　
成

主
　
　
事
　
　
徳
　
竹
　
真
　
章

臨
　
　
時
　
　
廣
　
瀬
　
郁
　
世

臨
　
　
時
　
　
下
　
田
　
佳
壽
子

館
　
　
長
　
　
柳
　
沢
　
秀
　
一

副 

主 

幹
　
　
小
　
林
　
　
　
厚

臨
　
　
時
　
　
水
　
津
　
和
　
也

臨
　
　
時
　
　
小
　
橋
　
　
　
薫

館
　
　
長
　
　
黒
　
崎
　
和
　
重

主
　
　
査
　
　
宮
　
本
　
敏
　
樹

臨
　
　
時
　
　
大
　
森
　
正
　
代

委 

員 

長
　
　
苅
　
和
　
武
　
史

副
委
員
長
　
　
小
　
池
　
久
　
志

委
　
　
員
　
　
上
　
田
　
光
　
朗

　 

〃
　
　
　
柴
　
本
　
倭
　
子

　 

〃
　
　
　
倉
　
田
　
隆
　
志

　 

〃
　
　
　
大
　
塚
　
昌
　
克

　 

〃
　
　
　
清
　
水
　
幸
　
美

　 

〃
　
　
　
江
　
口
　
武
　
文

　 

〃
　
　
　
池
　
田
　
俊
　
哉

　 

〃
　
　
　
小
　
林
　
博
　
幸

公民館職員名簿
文化なかの
　　　　編集委員

豊　田
公民館

西　部
公民館

北　部
公民館

中　央
公民館



　　　公民館報『文化なかの』  特集：中野市公民館運営方針

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　
宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

　
昨
年
は
、
四
名
の
日
本
人
研
究
者
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
今
年
の
日
本
映
画
界
で

は
ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
賞
し
た
。

　
明
る
く
、
生
き
い
き
し
た
日
本
、
そ
し
て

地
域
が
元
気
で
子
ど
も
が
輝
く
中
野
市
の
未

来
を
願
う
上
で
、
思
う
こ
と
は
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
の
反
面
、
地
球
上
に
重
い
空
気
が

漂
っ
て
い
て
、
社
会
の
ど
こ
か
が
歪
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、
私
た
ち
の
心
の
環
境

が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
教
育
・
文
化
・
芸
術
は
人
々
の
心
を
豊
か

に
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
。」
と
言
わ
れ

て
き
て
い
る
。
今
の
地
球
規
模
の
諸
課
題
の

解
決
に
向
っ
て
の
歩
み
を
一
刻
で
も
早
め
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

北帰行ひと休み／大俣（○小）

フリージア／竹原〔ハウス〕（Ｏ）

サクランボ／竹原〔ハウス〕（Ｏ）

黄色いお花／東吉田（メタ坊）
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